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石 岡 の 『今』 を 伝 え る 　

石岡市の家計簿　　　　　　　　　　　P  6
証明書発行機を本館に設置　　　　　　P10
学童保育入所申込と嘱託員募集　　　　P11
移動式赤ちゃんの駅を貸し出します　　    P11

市の人口と世帯　77,003 人（前月比▲ 97 人）　男 38,180 人　女 38,823 人　世帯数　30,456 世帯   【９月１日現在】

主 な 内 容

一緒に始めませんか
介護予防体操

頑張りすぎず、
自分のペースで

ゆっくりと

シ ル バ ー リ ハ ビ リ 体
操 で 健 康 で い き い き
過 ご し ま し ょ う ！



ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

（
シ
ル
リ
ハ
体
操
）
は

「
立
つ
・
座
る
・
歩
く
」

な
ど
の
日
常
生
活
の
動
作
を
元
に

し
た
、
関
節
や
筋
肉
の
動
き
を
良

く
す
る
体
操
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
医

療
の
専
門
の
医
師
・
大
田
仁
史
氏

（
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
管
理
者
）

が
考
案
し
ま
し
た
。

　

内
閣
府
の
高
齢
社
会
白
書
（
平

成
24
年
版
）
に
よ
る
と
平
成
37
年

（
２
０
２
５
年
）
に
は
高
齢
化
率

30
・
３
％
が
見
込
ま
れ
、
３
人
で

１
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
推
計
が
出
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
県
で
は
平
成
17
年

か
ら
シ
ル
リ
ハ
体
操
指
導
士
の
養

成
講
座
を
実
施
。
翌
年
、
石
岡
市

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
指
導
士
会
が

立
ち
上
が
り
、
今
年
で
10
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

石
岡
市
で
も

１
０
３
人
の
指
導
士
が
活
躍
中

　

石
岡
市
で
は
平
成
24
年
か
ら
年

に
一
度
、
３
級
シ
ル
リ
ハ
体
操
指

導
士
の
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
指
導
士
と
し
て
活

動
す
る
の
は
１
０
３
人
。
市
内
60

か
所
で
毎
月
１
０
０
回
の
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
４
人

の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、

　自
身
の
体
調
不
良
で
し
た

　

指
導
士
に
な
っ
て
４
年
の
石
橋

ち
い
子
さ
ん
。
定
年
前
に
体
調
を

崩
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
「
体

が
一
番
大
切
」
と
実
感
。
石
岡
で

養
成
講
座
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
受
講
を
決
意
。「
最
初
の
頃

の
教
室
で
は
、
指
導
士
仲
間
に
無

理
し
な
い
で
と
気
づ
か
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
今
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
体
操
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
が
体
調
不
良
で
苦
し

ん
だ
か
ら
こ
そ
、
筋
肉
は
何
歳
に

な
っ
て
も
つ
く
れ
る
よ
と
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

参
加
者
の
笑
顔
が

　
　
　
　な
に
よ
り
う
れ
し
い

　

指
導
士
歴
３
年
の
藤
岡
俊
昭
さ

シ

▼
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が

制
限
さ
れ
な
い
期
間
を
指
し
ま

す
。
女
性
約
86
歳
・
男
性
約
80
歳

と
言
わ
れ
る
平
均
寿
命
で
す
が
、

健
康
寿
命
は
、
女
性
約
74
歳
・
男

性
約
71
歳
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
生
活
の

質
を
向
上
す
る
た
め
、
で
き
る
限

り
要
介
護
状
態
に
陥
る
こ
と
な
く

健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

▼
石
岡
市
の
高
齢
化
率
は
29
・

８
％
（
平
成
27
年
）。
こ
れ
は
茨

城
県
や
全
国
平
均
（
26
％
）
を
上

回
る
数
字
で
す
。

　

石
岡
市
の
介
護
保
険
料
基
準
額

は
６
７
８
７
０
円
（
月
額
５
６
５
０

円
）。
年
々
、
介
護
保
険
の
認
定
者

は
増
加
し
、
要
介
護
に
な
る
恐
れ

の
あ
る
高
齢
者
も
全
体
の
４
割
に

の
ぼ
り
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

介
護
予
防
は
楽
し
い
。

自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
の

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
会
場
に
は
、
い
つ
も
明
る
く
賑
や

か
な
笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

　
「
お
し
ゃ
べ
り
と
体
操
は
一
番
の
介
護
予
防
」
と
話
す
の
は
、

永
井
照
男
さ
ん
（
石
岡
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会
会

長
）。
指
導
士
会
で
は
、
地
域
に
出
向
き
、
介
護
予
防
体
操
を
広

め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い
く

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

10 年目のシルバーリハビリ体操

■問い合わせ　
　地域包括支援センタ―　☎ 35̶1127

健
康
寿
命

介
護
予
防

石
岡
市
の

介
護
保
険
料

広報いしおか10月１日号　№２６４　　　２　　　　　　　　



ん
は
、
月
10
回
以
上
、
市
内
各
地

を
ま
わ
り
体
操
を
教
え
て
い
ま
す
。

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
も
ド
ア
も

開
け
て
や
れ
る
け
ど
、
杖
を
つ
い

て
自
分
で
歩
こ
う
と
し
た
ら
、
そ

の
杖
は
自
分
で
握
る
し
か
な
い
ん

だ
よ
、
お
ば
ち
ゃ
ん
。
だ
か
ら
最

後
は
、
握
力
。
つ
か
む
力
だ
よ
」

と
話
す
と
、
し
み
じ
み
と
「
ほ
ん

と
だ
よ
な
。
教
わ
っ
た
体
操
を
家

で
も
や
っ
て
ん
だ
よ
。
今
日
は
こ

こ
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
で

や
」
と
話
し
て
く
れ
る
の
が
、
な

に
よ
り
嬉
し
い
と
話
し
ま
す
。

老
後
の
考
え
方
が
１
８
０
度

　
　
　
　
　変
わ
っ
た
ん
で
す

　

指
導
士
歴
２
年
の
小
松
﨑
一
枝

さ
ん
。
20
年
来
の
腰
痛
に
悩
ま
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
い
て
い
る
と
、
自
分
の
こ
と

は
二
の
次
、
三
の
次
。
50
代
は
、

い
か
に
快
適
に
車
い
す
で
老
後
を

過
ご
す
か
と
い
う
こ
と
ば
か
り
考

え
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
に
は
「
廊

下
は
車
い
す
が
通
れ
る
幅
に
、
ド

ア
は
い
ら
な
い
わ
よ
」
と
い
っ
た

具
合
。
し
か
し
、
病
院
に
か
か
る

だ
け
で
は
限
界
で
自
分
で
痛
み
を

和
ら
げ
る
方
法
は
な
い
か
と
探
し

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
シ
ル
リ
ハ
に

出
会
い
ま
す
。

「
今
の
私
の
目
標
は
『
お
棺
の
中

ま
で
、
自
分
の
足
で
入
る
』
で
す

（
笑
）
自
分
に
起
こ
っ
た
変
化
を

伝
え
る
と
、
教
室
に
参
加
す
る
皆

さ
ん
も
伝
え
て
く
れ
る
、
そ
の
や

り
と
り
に
、
と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
」

男
性
の
参
加
者
を

　
　
　
　
　増
や
す
の
が
目
標

　

指
導
士
に
な
っ
て
11
年
目
の
矢

代
克
巳
さ
ん
。
現
在
は
１
級
指
導

士
と
し
て
指
導
士
の
養
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
男
性
の
参
加
者
が

少
な
い
の
が
課
題
で
す
ね
。
私
も

男
な
の
で
、
な
か
な
か
足
が
向
か

な
い
気
持
ち
も
分
か
り
ま
す
。
求

め
が
あ
れ
ば
、
喜
ん
で
体
操
を
教

え
に
伺
い
ま
す
よ
。
５
・
６
人
の

グ
ル
ー
プ
で
も
い
い
ん
で
す
。
人

と
一
緒
に
体
操
す
る
の
も
、
や
っ

て
み
る
と
楽
し
い
も
の
で
す
よ
」

　長年にわたる地域住民の健康づ
くりや介護予防に貢献したとし
て、県から感謝状が贈られました。
（敬称略）

■ 知事賞
矢代克巳・永井照男・大澤勝子・
木村美枝子・大岡芳子・
米原君子
■ 保健福祉部長賞
比企和夫・比企弘
■ 県立健康プラザ管理者賞
小田倉ふく・武井元子・白幡淑・
田端悦子

これまでの活動に
　　　　感謝状を贈呈

\83 歳 の指導士 さ ん 誕生 /
　毎朝欠かさず 30分間の体操をしてい
るという福田捷

かつひこ

彦さん。石岡保健セン
ターの体操教室に参加したり、運動公園
をウォーキングしたりと、
ご自身でも健康に気をつ
かわれています。シルバー
リハビリ体操指導士 3級
講座を受講し、指導士に
なりました。

▲左から藤岡さん、小松﨑さん、矢代さん、石橋さん

０

1万

２万

３万 第 1号保険者・認定者・認定率の推移（人） （％）

H21 H22 H23 H24 H25

介護認定
されていない
高齢者

40.5％
19,598

13.5

14.0

14.5

15.0

15.5

16.0

16.5

17.0

13.0

20,313 20,777 21,241 21,705

2,775 2,958 3,078 3,185 3,328

平成27年3月発行『石岡ふれ
あい長寿プラン第6期』より

要支援・要介護にな
る恐れのある高齢者

　　　　　　　　３　　　広報いしおか10月１日号　№２６４

第 1号保険者（65歳以上）
認定者
認定率



市
内
で
広
ま
る
、

　
　シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

理

　平成22年に5人ほどで始まっ
た教室も今では20人近く参加
するようになりました。住宅地
にあるため参加者の多くは歩い
て会場にやって来ます。参加者
からは「習った体操を、家でテ
レビを見ながらやっています」
という声が聞かれました。

南台コミュニティセンター園部地区コミュニティセンター城 南 地 区 公 民 館

　平成 27 年 11 月にスタート
し、社会福祉協議会の「いきい
きミニサロン交流事業」を活用
して実施しています。
　毎回 20人ほどの参加者が集
まり、指導士さんも園部地区在
住。男性の参加者もいらっしゃ
いますよ。

　東日本大震災直後の平成23
年3月末から始まりました。体
操を体験した三村地区の片岡英
子さんと平塚秋美さんが「ぜひ
地元でも」と指導士の木村美枝
子さんにお願いしたのがきっか
け。ご近所さん同士で和気あい
あい楽しく体操されていました。

全
世
代
で
取
り
組
む
、
支
え
る

　介
護
予
防
は
高
齢
者
だ
け
で

な
く
支
え
る
家
族
も
知
識
が
必

要
。
そ
こ
で
指
導
士
会
で
は
、
関

川
小
学
校
で
３
世
代
交
え
て
の
体

操
教
室
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

関
川
地
区
は
３
世
代
で
住
む
家

庭
が
多
く
、
参
加
し
た
児
童
た
ち

か
ら
は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
元
気
で
い
て
ほ
し
い
。

だ
か
ら
、
家
で
一
緒
に
今
日
教

わ
っ
た
体
操
を
し
た
い
と
思
う
」

と
の
感
想
。
シ
ル
リ
ハ
体
操
は
地

域
や
世
代
を
超
え
て
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

▲ステージ上の指導士の体操をお手本に、子どもたちも一生懸命
シルリハ体操に取り組みます（関川小学校体育館）

想
は
、
歩
い
て
行
け
る

距
離
に
、
体
操
教
室
を

開
い
て
い
く
こ
と
。
そ

う
話
す
の
は
、
指
導
士
会
会
長
の

永
井
さ
ん
。

　

体
操
を
体
験
し
た
人
か
ら
「
ぜ
ひ

う
ち
の
地
区
で
も
体
操
教
室
を
行
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
を
受
け
、
今

で
は
各
小
学
校
区
で
１
か
所
以
上
、

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
広
が
り

「
10
年
前
の
創
成
期
か
ら
比
べ
て
シ

ル
リ
ハ
の
認
知
度
は
、
指
導
士
の

努
力
で
、
参
加
者
、
行
政
の
理
解

が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

し
か
し
高
齢
化
率
29
％
や
介
護
保

険
料
率
な
ど
を
考
え
る
と
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
多
い
の
も
事
実
。
指

導
士
会
、
行
政
、
市
民
が
連
携
し

て
解
決
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
ま
し
た
。

永井さん（指導士会会長）

シルリハ体操で
健康で、元気に

第1・3火曜日午前10時～11時30分第 2・4火曜日午後２時～３時第 2・4土曜日午前 10時～ 11 時

特集　介護予防は楽しい

\市内各地で教室を開催中 /

園部小学区
２か所

恋瀬小学区
２か所

瓦会小学区
１か所

東成井小学区
１か所

葦穂小学区
３か所

吉生小学区
１か所

小幡小学区
２か所

小桜小学区
５か所

柿岡小学区
４か所

林小学区
６か所 北小学区

２か所

杉並小学区
６か所

府中小学区
６か所

石岡小学区
８か所

東小学区
６か所
南小学区
１か所

高浜小学区
２か所

三村小学区
１か所

関川小学区
１か所

開催場所の詳細は、

茨城県立健康プラザ 検索

⬆

広報いしおか10月１日号　№２６４　　　４　　　　　　　　



　

自宅でできる！
　　  シルバーリハビリ体操

❶　肩こり予防
1．指を組み、ひじを前に
　   伸ばす
2．ゆっくり両腕を頭上に
　   あげ、充分に伸ばす
3．手の平を頭上に乗せ、
　   後頭部に回す
4．ひじを開き、胸を反らす

❷　腰痛予防
1．片方の脚を反対側の太
　  ももの上に組み、上に   
　  した脚の反対側の手で
　   膝を押さえる
2．手を伸ばし目線を追い、
　  上にした脚側に身体を 
　   ひねる
3．脚を組むことが出来な
　  い人はひねる反対の手
　  で膝を押さえ、2 と同
　   様のひねりを行う

❸　ひざ痛予防
1．下肢を前方に伸ばし、
　  ゆっくり水平移動する。
※膝頭、つま先が常に上を
　向いたまま行うこと
※「１」伸ばす「２」開く
　  「３」戻す「４」おろす  
       で左右とも行う。
※安定のため椅子の脇をつ
　かみましょう。

いきいきミニサロン交流事業
▶在宅の高齢者の交流活動を支援する事業で、現在
　44 地区で開催中。シルバーリハビリ体操を取り
　入れている地区もあります。
場所／地区公民館や集会所など
■問い合わせ
　市社会福祉協議会　☎ 22̶2411

あなたも、
シルバーリハビリ体操
を始めてみませんか。

ひまわりの館・常設教室
日時／毎週火・水・金曜日（第３水曜日は除く）　
　　　1 部：午後 1時 30分～ 2時 15分
　　　2 部：午後 2時 30分～ 3時 15分
場所／ふれあいの里石岡ひまわりの館
持ち物／体操できる服、飲み物
　　　　※申し込み不要
■問い合わせ
　ふれあいの里石岡ひまわりの館　☎ 35̶1126

シルバーリハビリ体操3原則

❶ 一度に無理して頑張り過ぎないこと
❷ 良くなったからといって止めないこと
❸ 効果が現れなくても、あきらめないで続けること

道具を使わずに、いつでも、どこでも、一人でもで
きます。１日に１ミリでも関節が動くように、１グ
ラムでも力がつくようなつもりで行いましょう！

興味があるけど、どんな体操なのか
気軽に体験するところから始めたい人には、

地域でシルバーリハビリ体操に取り組んで
みたいという人には、

平成 28年度下期シルバーリハビリ体操
指導士 3級養成講習会　受講者を募集中！
▶筋肉や骨、神経などの仕組みを学び、シルバーリ
　ハビリ体操への理解を深めます。
対象／ 60 歳以上で受講後に地域でボランティア活
　　　 動ができる常勤の職についていない人
場所／県立健康プラザ（水戸市笠原町 993̶2）
※日程など詳しくは、ホームページをご確認ください。
県立健康プラザホームページ
　 http://www.hsc-i.jp/index.htm

シルバーリハビリ体操指導士として
活動してみたいという人は

特集　介護予防は楽しい

　92 種類もあるシルリハ体操。
　今回は、肩こり、腰痛、ひざ痛を
　　  予防する体操をご紹介します。

ＨＰ

　   あげ、充分に伸ばす
3．手の平を頭上に乗せ、
　   後頭部に回す
4．ひじを開き、胸を反らす

　　  予防する体操をご紹介します。

1．片方の脚を反対側の太
　  ももの上に組み、上に   
　  した脚の反対側の手で
　   膝を押さえる
2．手を伸ばし目線を追い、
　  上にした脚側に身体を 
　   ひねる
3．脚を組むことが出来な
　  い人はひねる反対の手
　  で膝を押さえ、2 と同

　　　　　　　　５　　　広報いしおか10月１日号　№２６４



◎
収
入
・
支
出
と
も
増
額
に
な
り
ま
し
た

　

当
初
予
算
額
は
、
３
１
５
億
円
で
し
た
が
、
繰
越
事
業
費
予

算
額
18
億
８
７
５
２
万
円
、
補
正
予
算
額
15
億
７
０
０
８
万
円

を
加
え
て
、
予
算
総
額
は
３
４
９
億
５
７
６
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

決
算
額
は
、
収
入
合
計
が
３
３
１
億
４
７
６
８
万
円
、
支
出

合
計
が
３
１
７
億
５
４
２
４
万
円 

で
し
た
。

　

平
成
26
年
度
決
算
と
比
べ
る
と
、
収
入
は
９
・
５
％
の
増
、

支
出
は
８
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
増
額
に
な
っ
た
主
な

理
由
と
し
て
以
下
の
項
目
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

収
入
…
普
通
交
付
税
及
び
震
災
復
興
特
別
交
付
税
の
増
（
地

方
交
付
税
）、
繰
入
金
の
増
（
そ
の
他
）

支
出
…
石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
費
、
道
路
整
備
事
業
費
の
増

（
土
木
費
）

　

な
お
、
年
度
内
の
資
金
不
足
を
補
う
た
め
、
基
金
の
繰
り

替
え
運
用
と
一
時
借
入
金
の
借
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
額
13
億
９
３
４
４
万
円

は
、
平
成
28
年
度
へ
繰
り
越
し
と
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
８
月
１
日 

石
岡
市
告
示 

第
３
７
０
号 

財
政
事
情
書

石
岡
市
の

分
類

　

説　

明

市
税

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
私
た
ち
が
市
に
納
め

る
税

地
方
交
付
税

国
税
の
う
ち
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
市
に
配
分
さ
れ

る
税

国
庫
支
出
金

国
か
ら
特
定
の
事
務
事
業
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
補

助
金
や
委
託
金
な
ど

市
債

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
あ
て
る
た
め
の
借
入
金

県
支
出
金

県
か
ら
特
定
の
事
務
事
業
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
補

助
金
や
委
託
金
な
ど

繰
越
金

平
成
26
年
度
か
ら
の
繰
越
金

地
方
消
費
税

       

交
付
金

地
方
消
費
税
の
う
ち
、
基
準
に
基
づ
き
市
に
配
分
さ

れ
る
も
の

諸
収
入

市
預
金
利
子
や
貸
付
金
元
利
収
入
、
雑
入
な
ど

そ
の
他

地
方
譲
与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
特
例

交
付
金
、
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
な
ど

分
類

　

説　

明

民
生
費

福
祉
（
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
児
童
な
ど
）
事
業
や

生
活
保
護
な
ど
に
か
か
る
経
費

土
木
費

道
路
や
公
園
、
市
営
住
宅
の
建
設
や
維
持
管
理
な
ど

に
か
か
る
経
費

公
債
費

市
債
（
借
入
金
）
の
返
済
に
か
か
る
経
費

教
育
費

小
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、
文
化
振
興
な
ど
に

か
か
る
経
費

総
務
費

市
役
所
の
庁
舎
管
理
や
市
税
の
賦
課
徴
収
、
選
挙
な

ど
に
か
か
る
経
費

衛
生
費

医
療
や
環
境
対
策
、
ご
み
処
理
な
ど
に
か
か
る
経
費

消
防
費

消
防
、
防
災
や
救
急
活
動
、
消
防
団
な
ど
に
か
か
る
経
費

農
林
水
産
業
費
農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど
に
か
か
る
経
費

そ
の
他

議
会
費
、
商
工
費
、
諸
支
出
金
な
ど

平
成 

27 

年
度 

一
般
会
計
決
算
の
見
込
み

支
出

収
　
入

　

財
政
事
情
書
は
市
の
家
計
簿
で
、年
２
回
「
広
報
い
し
お
か
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
27
年
度
決
算
の
見
込
み
と
、
平
成
28
年
度
の

６
月
30
日
現
在
ま
で
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家
計
簿

331億
4,768 万円

市税
95 億 7,903 万円
28.9％

地方交付税
70 億 4,778 万円
21.3％

国庫支出金
50 億 8,163 万円

15.3％

市債
32 億 4,000 万円
9.8％

県支出金
18 億 4,047 万円

5.6％

繰越金
10 億 9万円

3.0％

4.0％

地方消費税交付金
13 億 2,588 万円

諸収入
7億 7,130 万円

2.3％

その他
32 億 6,150 万円

9.8％

317億
5,424 万円

民生費
102 億 9,745 万円
32.4％

土木費
60 億 7,625 万円
19.1％30 億 2,196 万円

9.5％

公債費

教育費
28 億 9,710 万円

9.1％

総務費
27 億 6,079 万円
8.7％

衛生費
22 億 5,660 万円

7.1％

消防費
14 億 2,183 万円

4.5％

農林水産業費
10 億 6,452 万円

3.4％

その他
19 億 5,774 万円

6.2％
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■
特
別
会
計
と
は

　

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
な

ど
の
よ
う
に
、
保
険
料
や
使
用
料
な

ど
の
特
定
の
収
入
で
運
営
す
る
事
業

に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
に
か
か
る
お

金
の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
に
、
一
般
会
計
と
は
別
に
設
け
ら

れ
た
会
計
区
分
の
こ
と
で
す
。

（単位：万円）

※それぞれの額には、前年度から繰り越された繰越額を含みます。

特別会計名 予算総額 収入合計 支出合計 収入支出差引額
（予算に対する割合％） （予算に対する割合％） （翌年度に繰越）

国民健康保険
106億 8,239 102億 7,851    96.2% 99 億 2,497 92.9% 3 億 5,354

簡易水道事業
4 億 9,146 3 億 8,051 77.4% 3 億 6,264 73.8% 1,787

下水道事業
24 億 3,016 22 億 8,083 93.9% 22 億 6,400 93.2% 1,683

駐車場
2,220 2,479 111.7% 2,197 99.0% 282

農業集落排水事業
3 億　635 3 億　769 100.4% 2 億 9,362 95.8% 1,407

霊園事業
2,119 2,370 111.8% 2,036 96.1% 334

介護保険
68 億 4,455 65 億 8,033 96.1% 62 億 6,803 91.6% 3 億 1,230

介護サービス事業
3 億　434 2 億 6,264 86.3% 2 億 6,264 86.3% 0

後期高齢者医療
7 億 1,144 6 億 9,951 98.3% 6 億 9,751 98.0% 200

合　　計 218億 1,408 208億 3,851 95.5% 201億 1,574 92.2% 7 億 2,277

国民健康保険税の徴収や保険給付などに
かかる特別会計

三村地区の簡易水道施設の管理運営にか
かる特別会計

下水道施設の整備や管理運営にかかる
特別会計

市営駐車場の管理運営にかかる特別会計

農業集落排水施設の整備や管理運営にか
かる特別会計

市営霊園の管理運営にかかる特別会計

介護保険料の徴収や介護保険給付などに
かかる特別会計

特別養護老人ホーム「のぞみ」の指定管理
や介護サービスなどにかかる特別会計

後期高齢者医療保険料の徴収や後期高齢
者医療広域連合納付金にかかる特別会計

企業会計名 予算総額 決算見込額
（予算に対する割合％）

水道事業

収益的収入および支出
収入 6億 1,392 6 億 2,552 101.9%

支出 5億 2,584 5 億　562 96.2%

資本的収入および支出
収入 4億 4,890 2 億 5,054 55.8%

支出 5億 1,701 3 億 1,865 61.6%

■
企
業
会
計
と
は

　

民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
、
使
用

料
な
ど
の
収
入
に
よ
っ
て
収
益
を
上

げ
、
そ
の
収
益
に
よ
り
運
営
を
行
う

会
計
区
分
の
こ
と
で
す
。
市
で
は
、

水
道
事
業
に
の
み
導
入
し
て
お
り
、

管
理
・
運
営
に
か
か
る
収
益
的
収
支

と
、
施
設
の
整
備
・
改
修
に
か
か
る

資
本
的
収
支
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

八郷地区の水道施設の管理運営にかかる特別会計

財政事情書

▲ステンレス配水池（八郷水道事務所）

（単位：万円）

▲ステンレス配水池（八郷水道事務所）

平
成
27
年
度

特
別
会
計
決
算
の
見
込
み

　　　　　　　　7　　　広報いしおか10月１日号　№２６４



会計名 予算総額
4月～ 6月
収入合計

（予算に対する割合％）

4月～ 6月
支出合計

（予算に対する割合％）

4月～6月
支出負担行為額

（予算に対する割合％）

一般会計 332 億 5,409 101 億 7,931 30.6% 46 億　762 13.9% 83 億 9,877 25.3%

国民健康保険 107 億 4,796 16 億 6,951 15.5% 17 億 3,139 16.1% 33 億 2,802 31.0%

簡易水道事業 1 億 2,462 2,041 16.4% 598 4.8% 7,591 60.9%

下水道事業 26 億 7,062 8,419 3.2% １億 3,994 5.2% 4 億 9,701 18.6%

駐車場 2,136 873 40.9% 62 2.9% 255 11.9%

農業集落排水事業 3 億 2,209 2,078 6.5% 1,688 5.2% 4,006 12.4%

霊園事業 1,949 694 35.6% 116 6.0% 631 32.4%

介護保険 70 億 8,533 12 億 8,406 18.1% 10 億 5,950 15.0% 10 億 9,810 15.5%

介護サービス事業 2 億 9,468 2,137 7.3% 6,833 23.2% 2 億 6,804 91.0%

後期高齢者医療 7 億 2,808 6,104 8.4% 5,946 8.2% 5,956 8.2%

合　　計 552 億 6,832 133 億 5,634 24.2% 76 億 9,088 13.9% 137 億 7,433 24.9%

水道事業 予算総額
4月～ 6月

収入・支出合計
（予算に対する割合％）

収益的収入
および支出

収入 6億　  74 8,427 14.0%

支出 5億　397 4,261 8.5%

資本的収入
および支出

収入 2億 5,123 2,210 8.8%

支出 4億　939 3 0.0%

（単位：万円）

平成 28 年度予算執行状況 完成した石岡駅舎と東西自由通路

（単位：万円）

※それぞれの額には、前年度から繰り越された繰越額を含みます。
※支出負担行為額とは、支出の原因となるべき契約その他の行為によって発生した金額のことで、契約金額な
どの支払予定額を意味します。

▲熊本地震の被災地へ救援物資を送る

空港バス発着広場
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市
債
と
は
…

　

家
計
に
例
え
る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
長
期
借
入
金

と
同
じ
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

主
に
道
路
の
整
備
や
学
校
の
建
設
な
ど
大
型
施
設
を
建

設
・
整
備
す
る
と
き
に
利
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
産
は
、
多
額
の
建
設
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、
数
十
年
に
わ
た
り
世
代
を
超
え
て
長
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
利
用
し
て
い
る
人

だ
け
で
な
く
、
次
の
世
代
に
も
公
平
に
費
用
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
意
味
で
借
り
入
れ
を
し
、
長
期
間
に
わ

た
り
計
画
的
に
返
済
し
て
い
ま
す
。

◎
市
債
残
高
は
減
少
し
ま
し
た

　

市
債
の
現
在
高
は
、
１
年
前
よ
り
１
億
９
４
６
９
万
円

減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
下
水
道
事
業
な
ど
の
残
高
が

減
少
し
た
た
め
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
市

債
の
借
入
額
は
37
億
５
８
４
０
万
円
で
し
た
。

財
産
と
は
…

　

家
計
に
例
え
る
と
、貯
金
や
持
ち
家
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

基
金
は
、将
来
の
た
め
に
蓄
え
て
お
く
預
貯
金
の
こ
と
で
、

必
要
に
応
じ
て
取
り
崩
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
・
建
物
は
、
市
役
所
庁
舎
・
小

中
学
校
・
公
民
館
な
ど
で
す
。

◎
市
の
財
産

　

市
が
所
有
し
て
い
る
資
産
は
、
１
年
前
と
比
較
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
借
地
を
し
て
い
た
土
地
が
市
の
所
有
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
土
地
の
面
積
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

基
金
の
減
少
は
、
駅
周
辺
整
備
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

土地
205 万　651.08 平方㍍ 

（204 万 8,002.98 平方㍍）

建物
28 万　633.50 平方㍍
（28万 633.50 平方㍍）

基金
107 億 3,329 万円

（113 億 9,844 万円）

有価証券・出資金など
4 億　136 万円

（3億 9,931 万円）

会計名 金額

一般会計 298 億 1,039 万円
（292 億 8,235 万円）

うち石岡駅東土地区画整理事業 4,815 万円
（5,968 万円）

下水道事業 159 億　613 万円
（166 億 3,987 万円）

農業集落排水事業 24 億 6,905 万円
（26億 1,274 万円）

簡易水道事業 10 億 2,460 万円
（7億 6,540 万円）

介護サービス事業 1,100 万円
（1,100 万円）

水道事業 15 億 8,362 万円
（16億 8,812 万円）

合　　計 508 億　479 万円
（509 億 9,948 万円）

※（  ）内は１年前の残高です。

※（  ）内は１年前の残高です。

市民一人当たりの資産・負債

資　

産

　土地 26.56 平方㍍　
（26.35 平方㍍）　

　建物 3.64 平方㍍　
（3.61 平方㍍）　

　基金 13 万 9,027 円　
（14万 6,638 円）　

　有価証券
　出資金
　出捐金
　寄託金

5,199 円　
（5,137 円）　

負 

債 　市債 65 万 8,068 円　
（65万 6,094 円）　

※数値は、市の人口７万7,203人（平成
28年６月30日現在）で算出しています。
※（  ）内の数字は、1年前のものです。

小中学校校舎の耐震化が完了（東成井小）

財政事情書

市
が
所
有
し
て
い
る
資
産

財
産  

（
６
月
30
日
現
在
）

市
債  

（
６
月
30
日
現
在
）

市
が
借
り
て
い
る
お
金

■問い合わせ
　財政課
　☎ 23-1111
　　（内線 234）

　　　　　　　　９　　　広報いしおか10月１日号　№２６４



　

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
が
取
得

で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専

用
の
「
証
明
書
発
行
機
（
キ
オ
ス

ク
端
末
）」
を
市
役
所
本
館
に
設

置
し
ま
す
。
窓
口
の
待
ち
時
間
や

申
請
書
の
記
入
の
手
間
が
な
く
、

証
明
書
の
取
得
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
で
使
用
す
る
端
末
と
同
じ
操
作

方
法
で
す
。

証
明
書
発
行
機
（
キ
オ
ス
ク
端
末
）

稼
働
日
／
月
曜
日
～
金
曜
日

※
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月

３
日
）
と
祝
日
を
除
く
。

※
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
よ
り
臨

時
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

稼
働
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

※
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

利
用
場
所
／
石
岡
市
役
所 

本
館

２
階 

市
民
課
前

利
用
で
き
る
人
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

※
カ
ー
ド
に
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
の
搭
載
が
必
要
で
す
。

※
石
岡
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

に
限
り
ま
す
。

取
得
で
き
る
証
明
書
／

住
民
票
（
謄
本
／
抄
本
）・
印
鑑

証
明
書
・
所
得
証
明
書
・
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
・
納
税
証
明
書　

各
１
通
３
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
２
０
）

市　民
懇談会

　

市
区
長
会
で
は
、
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

と
市
長
が
互
い
の
情
報
を
交
換

し
、
考
え
を
伝
え
合
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
／

10
月
17
日
（
月
）

八
郷
総
合
支
所

10
月
18
日
（
火
）

園
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
20
日
（
木
）

小
桜
地
区
公
民
館

10
月
21
日
（
金
）

国
府
地
区
公
民
館

10
月
24
日
（
月
）

恋
瀬
地
区
公
民
館

10
月
25
日
（
火
）

城
南
地
区
公
民
館

10
月
27
日
（
木
）

東
地
区
公
民
館

10
月
28
日
（
金
）

府
中
地
区
公
民
館

各
回 

午
後
７
時
～
８
時
30
分

実
施
方
法
／
市
長
が
直
接
出
向

き
、
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
建
設
的
な
意
見

を
お
聴
き
し
ま
す
。

申
込
方
法
／
窓
口
、電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
受
け
付
け
ま
す
。

注
意
事
項
／
在
住
地
区
の
会
場
に

出
席
で
き
な
い
人
は
別
地
区
の
会

場
へ
の
出
席
が
可
能
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
区
長
会
事
務
局

（
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
）

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
４
１
）

℻
２
３
・
２
２
２
５

　

m
achikyou@

city.ishioka.
lg.jp支

所 

総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
３
３
７
）

住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

私
た
ち
の
手
で

証明書
発行機

11
月
１
日
か
ら 

証
明
書
発
行
機
を

　
市
役
所
本
館
に
設
置
し
ま
す

　

市
内
の
空
家
の
実
態
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
空
家
等
実
態

把
握
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
平
成
27
年
２
月

26
日
に
施
行
さ
れ
た
「
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
を
受
け
て
行
う
も
の
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
市
内
の
空
家
の

適
正
管
理
・
有
効
活
用
な
ど
今
後

の
検
討
資
料
と
し
ま
す
。

調
査
委
託
業
者
／
国
際
航
業
株
式

会
社　

水
戸
営
業
所

※
調
査
員
は
市
が
発
行
し
た
身
分

証
明
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
区
域
／
市
内
全
域

調
査
期
間
／
９
月
か
ら
平
成
29
年

２
月
末
ま
で
（
予
定
）

※
土
曜
・
日
曜
日
も
調
査
を
実
施

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

調
査
方
法
／
空
家
と
想
定
さ
れ
る

建
物
の
状
況
や
構
造
な
ど
を
外
観

調
査
に
よ
り
把
握
し
、
写
真
撮
影

な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
４
４
）

空 家
調 査

市
内
の 

空
家 

を
調
査
し
て
い
ま
す

▲証明書発行機のイメージ

▲昨年の市民懇談会
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青
少
年
を
育
て
る
市
民
の
会
の

各
支
部
で
は
、
地
域
の
絆
を
深
め

る
た
め
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
歩
く
会
を
下
記
の
通
り

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

学 童
保 育

　
　平
成
29
年
度
学
童
保
育

　
　入
所
申
請
に
つ
い
て

受
付
期
間

10
月
３
日
（
月
）
～
11
月
11
日
（
金
）

※
新
１
年
生
は
就
学
時
健
康
診
断

の
際
に
個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

各
小
学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た

は
生
涯
学
習
課
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
各
小
学
校

児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
生
涯
学
習
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

※
申
請
受
付
期
間
後
の
提
出
と

な
っ
た
場
合
は
、
提
出
期
限
内
の

方
を
優
先
し
て
入
所
決
定
し
、
そ

の
後
、
審
査
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

児
童
・
家
庭
の
状
況
を
踏
ま
え
、

審
査
に
よ
り
入
所
の
必
要
性
の
高

い
順
か
ら
優
先
し
て
入
所
許
可
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　

☎
４
３
・１
１
１
１

（
内
線
１
３
６
３
）

 

　児
童
ク
ラ
ブ
で
働
く
嘱
託
員
募
集

  

職
務
内
容

　

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
家
庭
に

い
な
い
児
童
の
面
倒
を
見
た
り
一

緒
に
遊
ん
だ
り
し
、
保
護
者
の
迎

え
ま
で
児
童
を
お
預
か
り
す
る
仕

事
で
す
。

資
格

子
ど
も
が
好
き
で
健
康
な
人

所
定
労
働
日
数

週　

３
～
４
日
程
度

就
労
時
間

放
課
後
～
午
後
６
時
30
分

《
土
曜
日
の
勤
務
》

午
前
８
時
～
午
後
１
時
、
午
後
１

時
～
６
時
30
分
の
シ
フ
ト
制

勤
務
地

市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ

勤
務
条
件

時
給
８
５
０
円
（
交
通
費
別
途
支

給
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・１
１
１
１

（
内
線
１
３
６
１
）

入
所
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ
と

嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
内
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
、
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
（
テ

ン
ト
・
お
む
つ
交
換
台
・
ベ
ン
チ
）

の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
の
団
体
・
イ
ベ
ン
ト

・
市
内
で
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る

団
体
な
ど

・
特
定
の
政
治
・
思
想
・
宗
教
の

活
動
を
目
的
と
し
な
い
団
体
や
イ

ベ
ン
ト

・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
イ
ベ
ン
ト

貸
出
料

無
料
（
た
だ
し
、
貸
出
期
間
中
の

運
搬
費
用
な
ど
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
）

申
込
方
法

　

所
定
の
様
式
に
よ
り
貸
出
希
望

日
の
７
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
。

貸
出
期
間
は
７
日
以
内
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
７
３
）

赤ちゃん
の駅

移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
を

　
　
　
　
　貸
し
出
し
ま
す

市民の
会活動

市
民
の
会
の
行
事
に
参
加
し
て

　
　
　
　地
域
の
絆
を
深
め
よ
う

支

　部

日

　時

場

　所

問
い
合
わ
せ

東
支
部

11
月
５
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
か
ら

※
雨
天
11
月
６
日
（
日
）

東
小
学
校
～

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
パ
ー
ク

佐
藤
信
夫

☎
０
９
０
・
８
１
７
３
・

６
２
８
８

三
村
支
部
11
月
12
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
か
ら

城
南
地
区

公
民
館

中
島
初
巳

☎
０
９
０
・
８
８
１
７
・

６
５
２
５

南
支
部

10
月
16
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら

※
雨
天
10
月
23
日
（
日
）

南
小
学
校

運
動
場

佐
古
田
實

☎
２
６
・
３
８
９
１

杉
並
支
部
10
月
22
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

※
雨
天
10
月
23
日
（
日
）

杉
並
小
学
校

～
柏
原
池
公

園
方
面

石
上
光
雄

☎
２
３
・
２
６
８
０

赤ちゃんの駅テントおむつ交換台とベンチ
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ま のち わ だ い
楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

　

３
年
前
に
閉
校
し
た
有
明
中
学

校
。「
学
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
も
、思
い
出
の
場
所
を
守
り
た
い
」

と
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
卒
業
生
た
ち
が

企
画
し
、
８
月
７
日
、
有
明
中
跡
地

で
有
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
帰
省
し
て
い
る
若
者
や
地

元
の
人
な
ど
１
０
０
０
人
を
超
え
る

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
地
元
産
の
食

材
を
持
ち
寄
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

引
き
馬
や
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
飛

行
体
験
。
コ
ー
ル
有
明
に
よ
る
校
歌

斉
唱
。
石
岡
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ク
ラ
ブ

に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
な
ん
で
も
測
定
な

ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜

び
。新
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

山
の
資
源
に
目
を
向
け
て
も
ら
い

た
い
と
、
有
明
地
区
に
あ
る
ペ
レ
ッ

ト
工
場
の
協
力
の
も
と
、
丸
太
切
り

体
験
や
石
岡
産
の
材
木
で
作
っ
た
ペ

レ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
な
ど
新

た
な
魅
力
も
発
信
。

「
こ
こ
か
ら
出
な
い
と
覚
悟
を
決
め

た
。
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
す

地
域
を
面
白
い
場
所
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
の
は
、若
手
の
リ
ー
ダ
ー

富
田
雅
史
さ
ん
。「
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
新
し
い
つ
な
が
り
が
で
き
て
い

け
ば
」
と
有
明
広
場
利
活
用
協
議
会

の
代
表
の
谷
島
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。

▲校庭では、手づくりの流しそうめん

　    家地区で 800 年続く、念仏踊り真

▲笠にオゴマと呼ばれる色とりどりの紐を付け顔を隠して踊ります
　

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
真
家
み
た
ま
お
ど
り
」

は
、
８
０
０
年
前
、
旅
の
高
僧
が
伝

え
、
老
若
男
女
が
新
仏
の
家
に
集
ま

り
夜
を
徹
し
て
踊
っ
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
15
日
、
新

盆
の
家
や
寺
院
で
、
花
笠
を
か
ぶ
っ

た
浴
衣
姿
の
踊
り
子
た
ち
が
笛
、
太

鼓
、
び
ん
ざ
さ
ら
の
囃
子
に
合
わ
せ

て
踊
り
、
祖
先
の
供
養
を
し
ま
し
た
。

保
存
会
の
会
員
は
お
よ
そ
60
人
。
真

家
地
区
に
住
む
人
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
、
子
ど
も
の
踊
り
子
た
ち
も
多

く
、
伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

▲来場者に振る舞うためバーベキューの準備を黙々とするメンバー

落の守り神、大人形を製作集

▲稲わらをなって、大人形の手や足を作っていきます
　

井
関
地
区
の
代
田
、
梶
和
崎
、
長
者

峰
、
古ふ

る
さ
き酒
の
集
落
の
入
り
口
に
は
ダ
イ

ダ
ラ
ボ
ッ
チ
と
呼
ば
れ
全
身
を
杉
の

葉
で
覆
わ
れ
た
２
ｍ
ほ
ど
の
大
人
形

が
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
疫
病
除
け

と
し
て
１
５
０
年
ほ
ど
前
か
ら
地
区

の
男
性
た
ち
が
作
っ
て
い
る
も
の
。
８

月
７
日
は
梶
和
崎
で
、
16
日
は
３
地
区

で
一
年
間
立
ち
続
け
た
大
人
形
を
労

い
、
ま
た
一
年
無
事
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
願
い
を
込
め
て
、
新
た
な
人
形
が
作

ら
れ
ま
し
た
。代
田
地
区
の
大
人
形
は
、

石
岡
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　　んなの思い出の場所を守る　　　　　　　第 1 回有明フェスティバルを開催み
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▲参加者全員が舞台に勢ぞろい。いきいきした姿に拍手が送られました ▲朝日に照らされて咲いた朝顔に、集まった人も自然と笑顔に

プラチナファッションショーを開催

　

８
月
21
日
、
東
府
中
の
集
落
セ
ン

タ
ー
で
、
各
世
帯
で
丹
精
込
め
て
育

て
た
朝
顔
を
集
め
た
品
評
会
「
あ
さ

が
お
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
出
品
さ
れ
た
の
は
、
子
ど
も
と

一
般
を
合
わ
せ
て
23
鉢
。
会
場
に
は

色
と
り
ど
り
の
朝
顔
が
並
び
ま
し

た
。
夕
方
か
ら
は
、
地
区
の
三
世
代

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
納
涼
祭
を

実
施
。「
地
域
の
つ
な
が
り
が
減
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
集
ま
る
場
を
つ

く
り
、
町
内
の
皆
さ
ん
を
笑
顔
に
し

た
い
」
と
区
長
の
佐
藤
広
文
さ
ん
は

話
し
ま
し
た
。

▲2,000個以上の灯で筑波山から打ち上げられた花火をイメージ
　

８
月
17
日
、
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
石
岡

２
０
１
６
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
平

成
23
年
か
ら
始
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
と
地
域
の
絆
の
大
切
さ
を
見

直
す
た
め
の
つ
ど
い
で
す
。
キ
ャ
ン

ド
ル
点
灯
後
、
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。
震
災
直
後
か
ら
市
の
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
に
入
っ
て
活

動
す
る
植
竹
智
央
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
も
、
起
こ
っ
た
事
実
を
忘
れ
ず
、

助
け
合
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

魂。キャンドルナイト石岡を開催鎮

朝 顔を育てて、3 世代交流

　  の定番行事。納涼市民盆踊り大会夏

▲そろった指先、素敵な笑顔。上手に踊れたね！
　

今
年
で
40
回
目
を
迎
え
た
納
涼
市

民
盆
踊
り
大
会
。
８
月
６
日
、
い
し

お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行
わ
れ
、
多

く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

他
県
か
ら
里
帰
り
中
の
娘
さ
ん
ご

家
族
と
来
て
い
た
張
替
さ
ん
は
「
孫

が
遊
び
に
来
る
と
、
毎
年
、
連
れ
て

来
て
い
ま
す
。
石
岡
で
の
思
い
出
を

た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
盆
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
、
元
気
な
踊
り
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

７
月
９
日
、
ひ
ま
わ
り
の
館
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
で
「
プ
ラ
チ
ナ
＆
パ
パ
・
マ

マ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
２
０
１
６

in
石
岡
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歳
を

重
ね
て
も
、
お
し
ゃ
れ
を
し
て
外
出
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
実
施
し
た
昨
年

の
企
画
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。
今

年
は
子
育
て
世
代
も
参
加
し
、
ラ
ン

ウ
ェ
イ
に
上
が
っ
た
の
は
０
歳
か
ら

１
０
０
歳
ま
で
の
28
組
。
結
城
市
や
県

警
察
本
部
も
友
情
出
演
。
伝
統
的
な
結

城
紬
や
交
通
安
全
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
も
あ
り
会

場
は
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
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第
５
回
や
っ
ほ
う
ま
つ
り

▼
哲
学
者
、
内
山
節
さ
ん
の
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
16
日
（
日
）
午
前
11

時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
／
朝
日
里
山
学
校

参
加
費
／
８
０
０
円
（
前
売
り

５
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

八や
っ
ほ
う豊

祭
実
行
委

員
会
（
茨
木
）

☎
０
８
０
・
３
１
１
４
・
２
０
１
４

（
募
集
）

市
民
史
跡
め
ぐ
り

▼
幻
の
加
波
山
鉄
道
と
親
鸞
ゆ
か

り
の
地
を
巡
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
13
日
（
日
）
午
前
８

時
30
分
出
発
、
午
後
５
時
解
散

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

市内の月間交通事故件数【8/31 現在】
・発生件数　　 163 件　（︲₁₄）
・死 者 数　　　 1 人　（  ₀）
・負傷者数　　 215 人　（︲₂₂）
・物損事故　 1,204 件　（︲₃₀）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

イ

ベ

ン

ト

情報ネット
ワーク

information

百
里
基
地
航
空
祭﹃
特
別
公
開
﹄

▼
一
般
公
開
の
前
日
に
招
待
者
向

け
特
別
公
開
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
26
日
（
土
）
午
前
９

時
～
午
後
３
時

場
所
／
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地

内
容
／
航
空
機
の
飛
行
と
展
示
、

各
種
装
備
品
の
展
示
な
ど

対
象
／
11
市
町
（
石
岡
市
、
小
美

玉
市
、
鉾
田
市
、
行
方
市
、
茨
城

町
、
か
す
み
が
う
ら
市
、
水
戸
市
、

ひ
た
ち
な
か
市
、
鹿
嶋
市
、
潮
来

市
、
大
洗
町
）
に
在
住
の
人

申
込
方
法
／
10
月
26
日
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込

み
。
抽
選
結
果
を
返
信
し
ま
す
。

※
記
載
不
十
分
や
一
人
で
複
数
枚

申
し
込
ん
だ
場
合
は
無
効
で
す
。

そ
の
他
／
当
日
招
待
券
の
な
い
場

合
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
か
ら
の
有
料
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
車

で
の
入
場
は
入
門
許
可
証
を
記
し

た
招
待
券
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

航
空
自
衛
隊
第
７
航
空
団
監
理
部

広
報
班
（
内
線
２
５
８
７
）

☎
０
２
９
９
・
５
２
・
１
３
３
１

募

集

ＨＰ

　浅田舞さん講演会

▶フィギアスケートでおなじみの浅
田真央選手のお姉さんでスポーツ
キャスターの浅田舞さんの講演で
す。詳しくは石岡青年会議所ホーム
ページをご確認ください。
日時／ 10 月 30 日（日）午後 2 時
場所／石岡市民会館　入場無料
■問い合わせ

（一社）石岡青年会議所
℻ 22 - 3359
　http://www.ishiokajc.org/
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集
合
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

コ
ー
ス
／
石
の
百
年
館
、西
念
寺
、

大
覚
寺
、
爪
書
き
阿
弥
陀
堂
、
ふ

る
さ
と
歴
史
館
ほ
か

参
加
費
／
無
料

定
員
／
28
人
（
対
象
は
市
内
在
住

者
。
多
数
の
時
は
抽
選
で
、
結
果

を
全
員
に
返
信
し
ま
す
）

申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
市

民
史
跡
め
ぐ
り
希
望
」
と
書
き
、

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番

号
⑤
希
望
人
数
（
１
枚
で
２
人
ま

で
）
を
明
記
し
て
申
し
込
み
。

※
１
枚
で
２
人
申
し
込
む
時
は
、

①
～
④
を
２
人
分
記
入
。

申
込
締
切
／
10
月
21
日
（
金
）
必
着

そ
の
他
／
昼
食
は
各
自
持
参
、
動

き
や
す
い
服
装
と
靴
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
３
）

〒
３
１
５
‐
０
１
９
５
石
岡
市
柿

岡
５
６
８
０
‐
１

障
が
い
児
（
者
）
野
外
研
修

「
り
ん
ご
狩
り
」

日
に
ち
／
11
月
19
日
（
土
）

集
合
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

又
は
農
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

行
先
／
県
大
子
町
方
面
（
雨
天
時

は
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
大
洗
）

対
象
／
市
内
在
住
の
在
宅
者
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
所

持
者
と
そ
の
家
族

定
員
／
80
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
10
月
６
～
20
日
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

季
節
の
花
を
使
っ
て

親
子
い
け
ば
な
教
室

日
時
／
11
月
13
・
27
日
、
12
月

18
・
25
日
（
日
曜
・
全
４
回
）
午

前
10
時
～
正
午

場
所
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

の
親
子
（
祖
父
母
や
子
ど
も
だ
け

の
参
加
も
可
能
で
す
）

定
員
／
10
組
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料
（
た
だ
し
、
花
代

は
自
己
負
担
。
花
器
と
剣
山
は
無

料
で
貸
し
出
し
。
花
ば
さ
み
と
花

包
は
持
参
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法
／
10
月
25
日
（
火
）
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

込
み
。
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
学
年
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
華
道
同
好
会
（
友
水
）

☎
・
℻
２
７
・
０
３
６
２

ひ
ま
わ
り
の
館
教
室
の
ご
案
内

①
冬
の
美
味
薬
膳
料
理
教
室

日
時
／
11
月
10
日
（
木
）
午
前
10

時
～
正
午

講
師
／
栃
本
恵
子
氏

参
加
費
／
１
０
０
０
円

定
員
／
20
人
（
抽
選
）

②
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
教
室

日
時
／
11
月
８
・
９
・
10
日
（
火

～
木
、
全
３
日
）
午
前
９
時
30
分

～
11
時

講
師
／
Ｔ
Ｂ
Ｇ
認
定
指
導
員

参
加
費
／
無
料
（
道
具
貸
出
有
）

定
員
／
20
人
（
抽
選
）

申
込
方
法
／
①
・
②
と
も
10
月
５

日
（
水
）
～
14
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
。
受
付
時
間
は

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
。
月

曜
休
館
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

あ
ん
し
ん
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

脳
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ

日
時
／
11
月
２
・
９
日
（
水
曜
、

全
２
回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ

ま
わ
り
の
館
（
参
加
費
無
料
）

定
員
／
30
人（
多
数
の
時
は
抽
選
）

申
込
方
法
／
10
月
14
日
（
金
）
ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

福
祉
自
動
車
有
償
運
送

無
料
講
習
会

▼
60
歳
以
上
会
員
と
入
会
希
望
者

で
、
就
業
を
目
指
す
人
が
対
象
で

す
。
普
通
運
転
免
許
証
が
必
要
。

日
時
／
11
月
29
日
（
火
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
６
時
50
分

場
所
／
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

内
容
／
介
護
施
設
な
ど
で
の
安
全

な
送
迎
と
介
護
の
基
礎
知
識
を
学

び
、
就
業
を
目
指
し
ま
す
。（
福

祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
修
了
証

書
を
発
行
）

定
員
／
15
人
（
選
考
）

参
加
費
／
無
料
（
交
通
費
、
食
事

は
自
己
負
担
）

申
込
締
切
／
10
月
31
日
（
月
）

※
定
員
に
満
た
な
い
な
ど
講
習
中

止
や
延
期
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー　

☎
２
３
・
３
３
９
９
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1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

情報ネット
ワーク

information

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

た
す
き
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー

▼
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で

す
。
児
童
虐
待
防
止
の
象
徴
で
あ

る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
た
す
き
に

見
立
て
リ
レ
ー
を
行
い
ま
す
。
北

は
日
立
市
、
南
は
土
浦
市
か
ら
県

庁
を
目
指
し
て
走
る
啓
発
ラ
ン

ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
条
件
／
２
㎞
を
走
破
で
き
る

体
力
の
あ
る
人

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

実
施
日
時
／
11
月
４
日
（
金
）
午

前
10
時
～
午
後
２
時

申
込
方
法
／
10
月
24
日
（
月
）
ま

で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

み
。
参
加
者
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
配
布
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
こ
ど
も
福
祉
課
（
内
線
１
６
３
）

（
お
知
ら
せ
）

議
会
報
告
会
を
開
催

▼
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

情
報
の
共
有
化
、
さ
ら
に
は
ご
意

見
を
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
／

①
10
月
29
日
（
土
）
午
後
２
時
～

午
後
３
時
30
分

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の

館 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

②
11
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
前
11
時
30
分

八
郷
総
合
支
所
１
階
１
０
１
～

１
０
３
会
議
室

内
容
／
各
常
任
委
員
会
の
活
動
状

況
の
報
告
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

2
議
会
事
務
局
（
内
線
１
４
２
２
）

国
保
税
の
納
め
忘
れ
、

そ
ん
な
と
き
は
口
座
振
替
を

▼
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

の
納
付
方
法
は
、
金
融
機
関
等
の

窓
口
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ほ

か
、
口
座
振
替
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
納
期
ご
と
に
自

動
で
預
貯
金
口
座
か
ら
納
付
す
る

制
度
で
す
。
納
期
限
日
に
振
り
替

え
る
こ
と
か
ら
納
め
忘
れ
の
防
止

と
な
り
、
納
付
の
た
め
に
金
融
機

関
等
ま
で
出
向
く
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。
安
心
・
確
実
・
便
利
な
口

座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／

　

市
内
の
金
融
機
関
で
「
口
座
振

替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
預
貯
金
通
帳
と
そ
の
届

出
印
、
国
保
税
の
納
税
通
知
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
保
険
年
金
課
（
内
線
１
３
５
）

紙
お
む
つ
購
入
補
助

対
象
／
（
す
べ
て
に
該
当
）・
市

内
在
住
者
・
自
宅
や
介
護
保
険
で

在
宅
扱
い
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や

ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
生
活
し
、
日
常
生

活
で
紙
お
む
つ
が
必
要
な
状
態
の

人
・
介
護
保
険
で
要
介
護
１
～
５

に
認
定
さ
れ
た
人
・
非
課
税
世
帯

の
人

対
象
品
目
／
紙
お
む
つ
、
尿
取
り

パ
ッ
ド
、
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

補
助
金
額
／
１
か
月
あ
た
り

３
２
０
０
円
を
上
限

申
請
方
法
／
次
の
①
～
③
を
10
月

11
日
（
火
）
ま
で
に
高
齢
福
祉
課

ま
た
は
市
民
窓
口
課
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

①
７
～
９
月
ま
で
に
購
入
し
た
分

の
品
目
が
記
載
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト

お

知

ら

せ

募

集

急行路線バス
『やさとフルーツ号』運行中！

　柿岡とつくばの間を１時間。休日は
路線バスで小さな旅を。土日祝日限定。
１日フリーきっぷ
大人 1,000 円（中学生以上）
こども 500 円（小学生）
■関鉄グリーンバス　☎ 22-3384
　政策企画課（内線 223）
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ま
た
は
領
収
書
（
４
～
６
月
購
入

の
未
申
請
分
も
受
け
付
け
ま
す
）

②
対
象
者
ま
た
は
介
護
者
の
振
込

先
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

③
認
め
印

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

耕
作
放
棄
地
の
再
生
を
補
助

▼
荒
廃
し
た
農
地
を
再
生
し
５
年

間
耕
作
す
る
こ
と
を
条
件
に
補
助

し
ま
す
。
荒
廃
の
程
度
に
よ
り
国

の
交
付
金
５
万
円
／
10
ａ
、
市
補

助
金
１
万
５
千
円
／
10
ａ
が
補
助

さ
れ
ま
す
。
条
件
に
よ
り
補
助
額

が
変
わ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
４
６
）

使
用
済
み
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
回
収
（
八
郷
地
区
）

▼
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
／
10
月
25
・
26
日
（
火
・
水
）

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時

※
受
け
付
け
は
終
了
の
30
分
前
。

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
駐
車
場

費
用
／
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

１
㎏
に
つ
き
27
・
１
円

※
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
で
約
９
５
０

０
円
、
年
会
費
が
１
０
０
０
円
。

申
込
締
切
／
10
月
21
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
４
６
）

大
好
き
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

（
後
期
）

▼
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
な
ど
（
高
校
は
除
く
）
の
平

成
29
年
３
月
卒
業
予
定
者
お
よ
び

既
卒
未
就
職
者
が
対
象
で
す
。
事

前
申
込
不
要
、参
加
費
無
料
で
す
。

日
時
／
10
月
11
日
（
火
）
受
付
午

前
10
時
30
分
か
ら
、
プ
レ
セ
ミ

ナ
ー
午
前
11
時
～
11
時
50
分
、
面

接
会
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

※
履
歴
書
を
複
数
枚
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
し
ご

と
情
報
い
ば
ら
き
」
か
ら
も
確
認

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
労
働
政
策
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
３
６
４
５

乗
合
い
タ
ウ
ン
メ
イ
ト
の

予
約
受
付
を
休
止
し
ま
す

▼
10
月
31
日
（
月
）
に
受
付
セ
ン

タ
ー
の
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
里
石

岡
ひ
ま
わ
り
の
館
」
が
電
気
設
備

点
検
に
伴
う
停
電
の
た
め
、
当
日

は
予
約
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。
利

用
希
望
者
は
10
月
28
日
（
金
）
ま

で
に
予
約
を
お
願
し
ま
す
。

※
当
日
の
運
行
は
通
常
ど
お
り
行

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

受
付
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
・
５
５
０
０

（
相
談
）

行
政
書
士
無
料
相
談
会

▼
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
／
10
月
22
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

場
所
／
石
岡
市
民
会
館
第
５
会
議

室内
容
／
相
続
、
遺
言
、
農
地
法
、

法
人
設
立
、
成
年
後
見
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

県
行
政
書
士
会
県
南
支
部（
竹
内
）

☎
０
２
９
・
８
４
３
・
４
８
８
５

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会

▼
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
に
よ

る
相
談
会
で
す
。

日
時
／
10
月
22
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所
／
（
水
戸
会
場
）
茨
城
司
法

書
士
会
館
、（
土
浦
会
場
）
県
南

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中
講
座
室
２

※
相
談
無
料
、
事
前
予
約
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル

サ
ポ
ー
ト
茨
城
支
部

☎
０
２
９
・
３
０
２
・
３
１
６
６

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
無
料
相
談
会

▼
不
動
産
の
価
格
な
ど
相
談
に
応

じ
ま
す
。事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
／
10
月
６
日
（
木
）
午
前
９

時
30
分
～
正
午

場
所
／
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

５
階
小
会
議
室
１
（
土
浦
市
）

■
問
い
合
わ
せ

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
９
・
２
４
６
・
１
２
２
２

国
保
・
医
療
・
介
護
な
ん
で
も

電
話
相
談
室

日
時
／
10
月
15
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

☎
０
２
９
・
２
２
８
・
０
６
０
０

☎
０
２
９
・
２
２
８
・
０
６
０
２

※
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福
祉
団
体
の

ス
タ
ッ
フ
が
お
答
え
し
ま
す
。

相
談
料
／
無
料

主
催
／
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

相

談
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実
施
校
（
９
校
）

石
岡
小
・
東
小
（
児
童
ク
ラ
ブ
対

象
）・
三
村
小
・
関
川
小
・
杉
並
小
・

葦
穂
小
・
吉
生
小
・
柿
岡
小
・
小

桜
小

参
加
対
象

小
学
校
の
児
童
（
１
〜
６
年
生
）

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動

校
庭
開
放
、ス
ポ
ー
ツ
教
室（
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
な
ど
）、
自
然
観
察
会
、
工

場
見
学
（
カ
ゴ
メ
・
ソ
ン
ト
ン
）、

理
科
実
験
教
室
、茨
城
空
港
見
学
、

親
子
調
理
、
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
、

着
衣
水
泳
、
陶
芸
教
室
、
職
場
体

験
、
防
災
教
育
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
３
６
４
）

公民館
まつり

新
し
い
趣
味
、
見
つ
け
よ
う

　
　
府
中
地
区
公
民
館
ま
つ
り

　

歌
に
踊
り
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
。

公
民
館
で
見
つ
け
た
豊
か
な
余
暇

の
過
ご
し
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
／
10
月
15
日
（
土
）・

　
　
　
　
　
　

16
日
（
日
）

場
所
／
府
中
地
区
公
民
館

15 日（土）午前 9時 30 分～午後 3時 30 分
府中フォークダンス同好会　午前 10時 15分から
石岡・府中太極拳同好会　　午前 10時 55分から
文化協会大正琴愛好会　　　午前 11時 35分から
あじさい体操同好会　　　　午後１時から
実技体験（スポーツ吹矢）　  午前 10時 15分から

16 日（日） 午前 9時～午後３時
府中コーラス同好会　　　　 午前 10時から
文化協会民謡部　　　　　　 午前 10時 50分から
実技体験（スポーツ吹矢）     午前 10時から

10 月 13 日（木） ～ 16 日（日）
文化協会盆栽部展示（工作室）

■問い合わせ
　府中地区公民館　☎ 24-1530

子ども
教　室 育もう、子どもの生きる力

放課後子ども教室

　子どもたちの社会性・自主性・創造性を育むことを目的
にスタートした「放課後子ども教室」も今年で３年目を迎
えました。保護者や地域の人たちの協力により、子どもた
ちに様々な体験をしてもらうことができました。今年度は、
大規模校の東小・杉並小で新たに実施しています。

高校生との学習会

水泳教室（Ｂ＆Ｇ）

エキスポセンター見学

おもしろ理科先生

選挙学習（模擬投票）

防災教育（テント泊）
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タウン
ミーティング
７月 24日開催　シリーズ 24　
秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 212）

協
働
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

団
体

貝
地
地
区
の
皆
さ
ん

　

26
人
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
６
号
国
道
貝
地
交
差

点
の
近
く
に
建
っ
て
い
る
「
護
身

地
蔵（
ご
み
じ
ぞ
う
）」の
縁
日
で
、

法
要
後
の
直
会
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
観
光
客
を
集

客
す
る
た
め
の
多
種
多
様
な
方
策

な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

貝地地区の皆さんから出された意見

・地元にある「護身地蔵」（ゴミ）
にちなんで、縁日などに市内清掃を
してはどうか。

・避難所ごとに備蓄されている「備
蓄用品の種類・量」を公開してもら
えないか。

・歴史の里をメインとした市のＰＲ
活動に期待したい。

・駅舎内に、待ち合わせやお茶が飲
めるような場所が欲しい。

市
長
日
記
30

９
月
８
日
（
木
）

戻
り
つ
つ
あ
る
駅
の
賑
わ
い

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

　タウンミーティング
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駅
周
辺
で
の
同
級
生
の
集
ま
り

で
こ
ん
な
会
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
私
の
母
は
、
サ
ン
バ
を
や
っ
て

い
た
の
よ
」

「
そ
れ
、
浅
草
で
し
ょ
う
」

「
な
に
言
っ
て
ん
の
よ
、
石
岡
の

話
よ
」

「
石
岡
で
サ
ン
バ
っ
て
聞
い
た
こ

と
な
い
わ
」

「
石
岡
に
も
随
分
い
た
の
よ
」

　

そ
こ
で
一
瞬
の
沈
黙
の
あ
と
、

み
ん
な
い
っ
せ
い
に
大
笑
い
。
民

族
舞
踊
の
サ
ン
バ
と
助
産
師
の
産

婆
を
聞
き
違
え
て
の
噛
み
合
わ
な

い
や
り
取
り
は
、
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

「
確
か
に
、
昔
は
兄
弟
が
多
か
っ

た
し
、
お
産
で
産
婦
人
科
に
行
く

こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
近
所
の
お

産
婆
さ
ん
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う

の
が
普
通
か
な
」
と
幹
事
さ
ん
の

総
括
。

「
そ
う
い
え
ば
、
と
り
あ
げ
バ
ッ

パ
っ
て
呼
ん
で
た
な
」
お
産
婆
さ

ん
の
俗
称
を
思
い
出
し
た
仲
間
も

い
ま
す
。

　

昭
和
の
時
代
ま
で

は
、
ど
こ
の
地
域
に

も
助
産
に
慣
れ
た
お

婆
さ
ん
が
い
て
、
人

助
け
の
使
命
感
を

も
っ
て
活
躍
を
し
て

い
ま
し
た
。
産
婆
は
、

人
生
の
ス
タ
ー
ト
を

お
手
伝
い
す
る
こ
と

か
ら
多
く
の
人
か
ら

感
謝
さ
れ
る
存
在
で

し
た
が
、
同
じ
よ
う

な
役
柄
が
も
う
一
つ

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
仲
人
で
し

た
。
結
婚
と
い
う
人

生
の
大
き
な
選
択
を
支
援
す
る
こ

の
大
役
は
、
世
話
好
き
で
物
知
り

で
特
に
世
間
全
般
の
諸
相
を
く
ま

な
く
知
っ
て
い
る
人
徳
者
で
し

た
。

　

時
代
が
移
り
、
産
婆
も
仲
人
も

今
で
は
稀
有
な
存
在
で
す
。

「
そ
う
い
え
ば
、
駅
の
人
通
り
が

増
え
た
気
が
す
る
ん
だ
け
ど
」
水

戸
へ
通
勤
す
る
女
史
が
呟
き
ま
し

た
。

　

確
か
に
、
駅
が
新
し
く
な
り
東

西
自
由
通
路
を
通
る
人
は
二
千
人

台
か
ら
一
万
人
を
超
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
ん
だ
っ
て
」

期
待
感
の
こ
も
っ
た
声
も
あ
り
ま

し
た
。

　

石
岡
駅
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー

ク
の
活
用
な
ど
周
辺
の
整
備
も
含

め
て
、
来
年
度
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。
戻
り
つ
つ
あ
る
活
気
が
さ

ら
に
真
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
こ
の
流
れ
を
大
事
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　▲整備された石岡ステーションパーク



夏
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

７
月
24
日
・
石
岡
運
動
公
園

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優
　
勝
／
有
明
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優
　
勝
／
フ
ラ
ワ
ー
ズ

シ
ニ
ア
の
部

優
　
勝
／
恋
瀬

第
34
回
石
岡
市
近
隣

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

８
月
21
日
・
石
岡
運
動
公
園

優
　
勝
／
霞
ヶ
浦
中
学
校

準
優
勝
／
八
郷
中
学
校

秋
季
サ
イ
ク
リ
ン
グ

▼
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
自
転
車
で
走
り
、
筑
波
山
の
麓

で
果
物
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
11
月
12
日
（
土
）
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
雨
天
時
は
11
月
13
日
（
日
）。

目
的
地
／
十
三
塚
果
樹
団
地

集
合
場
所
・
時
間
／

【
石
岡
地
区
】
石
岡
小
学
校
屋
内

温
水
プ
ー
ル
・
午
前
８
時

【
八
郷
地
区
】
中
央
公
民
館
・
午

前
８
時
15
分

対
象
／
市
内
の
小
学
３
年
生
以
上

定
員
／
30
人
（
先
着
）

参
加
費
／
１
０
０
０
円
（
中
学
生

以
下
５
０
０
円
）

※
昼
食
（
そ
ば
）
代
込
み
。

申
込
方
法
／
10
月
１
日
（
土
）
〜

11
月
１
日
（
火
）
に
左
記
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

※
月
曜
日
は
休
館
で
、
祝
日
の
場

合
は
翌
日
が
休
館
に
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
運
動
公
園

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

スポーツ 

石岡運動公園　　　　　☎ 26-7210
八郷総合運動公園　　　☎ 43-6884
石岡海洋センター　　　☎ 23-5191
柏原野球公園管理事務所     ☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　☎ 43-6884

結
　
果

スポーツ
情報

focus

▲全国大会で準優勝した佐藤茅穂さん（写真左）・海老澤彩さん
ペア

　石岡中の女子バドミントン部が、８月８～
10 日に埼玉県で行われた関東大会で第３位の
成績を残し、8月 17 ～ 20 日に石川県で行わ
れた全国大会に出場しました。これまでも、毎
年、個人戦では全国大会に出場してきた石岡中
学校ですが、団体戦での出場は 32年ぶり。団
体戦は、第１ダブルス・第１シングル・第２ダ
ブルスの順で試合が進みます。1回戦の対戦相
手は、開催地・石川県の中島中学校。第 1ダ

ブルスでは 2ゲームを先取し好調な滑り出し
でしたが、第1シングル、第2ダブルスと接戦
の末、惜しくも敗退。しかし個人戦では海老澤
彩さん・佐藤茅穂さんペアが全国の強豪校をう
ちくだし、準優勝という素晴らしい結果を残し
ました。小学校から共に練習
に励んできたという 8人。こ
れからもバドミントンを続け
ていきたいと話しています。

▲全国大会の出場メンバー。前列右から小吹久瑠実さん、永沼澪
奈さん、小川明華さん、海老澤彩さん、後列右から佐々木真由さ
ん、小吹菜凪実さん、城戸青奈さん、佐藤茅穂さん

募
　
集

ました。小学校から共に練習

岡中・女子バドミントン部が団体で全国大会に出場石
　2019 年に開催される、いきいき茨城ゆめ国体。石岡市の開催競技は、
市内でも盛んなバドミントン。そんなバドミントンの明るい話題です。

広報いしおか10月１日号　№２６４　　２０　　　　　　　　



祝・認定！筑波山地域ジオパーク！
　ジオパーク（Geo Park）の「ジオ（Geo）」は、

「大地」や「地球」という意味。９月に筑波
山地域が、日本ジオパークに認定されました。

❾
。
し
か
し
、
多
く
が
指
で
崩
せ

る
ほ
ど
脆も

ろ
く
、
風
化
が
進
ん
で
い

る
。
尾
根
に
近
づ
く
と
沢
沿
い
に

は
崩
れ
た
大
き
な
岩
塊
が
重
な
っ

て
い
る　

。
尾
根
に
は
風
化
に
耐

え
た
岩
盤
が
丸
い
形
で
見
え
て
い

る　

。
山
頂
付
近
は
硬
い
岩
盤
で
、

険
し
い
地
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

加
波
山
神
社
拝
殿
下
ま
で
は
車

で
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
尾
根
沿

い
に
山
頂
を
目
指
す
と
幣
束
が
供

え
ら
れ
た
奇
岩
が
次
々
と
現
れ
る

❹
。
い
ず
れ
も
細
粒
の
花
こ
う
岩

の
岩
盤
に
生
じ
た
割
れ
目（
節
理
）

が
崩
れ
て
生
じ
た
も
の
だ
。
細
粒

の
花
こ
う
岩
は
風
化
に
強
い
た

め
、
こ
の
よ
う
な
奇
岩
が
生
ま
れ

た
。
加
波
山
頂
が
足
尾
山
よ
り
険

し
い
の
は
ま
さ
に
岩
質
の
差
の
現

れ
で
あ
る
。

　

加
波
山
霊
場
は
巨
岩
や
岩
陰
に

神
仏
を
祀
り
、
そ
れ
を
巡
る
こ
と

で
自
ら
を
浄
め
る
場
で
あ
る
。
山

頂
の
巨
岩
を
見
て
回
る
だ
け
で
も

そ
の
雰
囲
気
が
感
じ
取
れ
る
。
足

尾
山
頂
近
く
の
「
東
道
三
十
六

丁
」
の
石
柱
や
、
加
波
山
神
社
前

の
三
十
四
丁
石
に
刻
ま
れ
た
「
右

大
つ
か
ふ
ち
う
（
府
中
）」
の
文

字
に
は
、
古
来
か
ら
の
山
麓
と
の

絆
が
感
じ
ら
れ
る
。

文
：
環
境
省
委
嘱
自
然
公
園
指
導
員

　

   

矢
野
徳
也

ジオパーク

第６回　
マグマから生まれた白い岩

▲加波山・足尾山付近案内図

２億年をさかのぼる石岡市の大地の物語を訪ねる歩き書きのシリーズ。
全８回の掲載です。

いしおかの
大地を歩く

　

筑
波
山
か
ら
北
に
は
山
並
み
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
所
々
に
採
石

の
白
い
岩
肌
が
見
え
る
。
雨
引
観

音
の
辺
り
は
変
成
岩
か
ら
な
る

が
、
そ
こ
ま
で
の
山
々
は
全
て
白

い
岩
の
花
こ
う
岩
か
ら
で
き
て
い

る
。
こ
の
岩
石
は
６
０
０
０
万
年

前
に
マ
グ
マ
が
地
下
で
ゆ
っ
く
り

固
ま
っ
た
結
晶
質
の
岩
石
で
、
石

材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。「
真

壁
石
」
で
知
ら
れ
る
も
の
は
、
山

の
西
の
桜
川
市
側
の
細
粒
の
花
こ

う
岩
で
、
灯
籠
な
ど
の
細
か
な
細

工
物
に
向
い
て
い
る
。
広
く
分
布

す
る
中
粒
の
花
こ
う
岩
は
、
主
に

建
築
材
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
近
年
は
輸
入
石
材

の
増
加
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
の
普
及
で
石
材
の
需
要
が

減
っ
た
た
め
、
休
ん
で
い
る
石
切

場
が
多
く
な
っ
た
。

　

八
郷
盆
地
か
ら
見
え
る
、
筑
波

山
の
北
の
美
し
い
姿
の
二
峰
は
、

南
が
足あ

し
お
さ
ん

尾
山
、
北
が
加か
ば
さ
ん

波
山
で
あ

る
。
足
尾
山
❶
は
、
１
３
０
０
年

前
の
常
陸
国
風
土
記
新
治
郡
条
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
ア
シ
ホ
山
」

に
ゆ
か
り
の
あ
る
名
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
山
頂
に
は
足
尾
神
社
が

あ
り
、
麓
の
小
屋
に
里
宮
❷
が
、

上
曽
に
は
鳥
居
❸
が
あ
る
。
加
波

山
❹
に
も
山
頂
に
加
波
山
神
社
と

加
波
山
三さ

え
な
ず
み

枝
祗
神
社
が
あ
り
、
石

岡
側
の
大
塚
に
は
加
波
山
神
社
の

里
宮
❻
が
、
西
麓
の
桜
川
市
長
岡

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
里
宮
❺
が
あ
る
。

　

こ
の
二
山
は
信
仰
の
山
で
あ
る
。

山
麓
の
各
所
か
ら
参
拝
の
山
道
が

開
か
れ
、
一
丁
（
約
１
０
０
m
）

毎
に
距
離
を
示
す
石
柱
も
建
て
ら

れ
て
い
た
。
今
は
歩
く
人
も
少
な

く
、
石
柱
も
埋
も
れ
、
や
ぶ
に
戻
っ

た
道
も
多
い
。
加
波
山
は
山
中
で

修
験
道
の
修
行
を
行
う
加
波
山
霊

場
と
し
て
知
ら
れ
、
今
も
夏
に
は

禅ぜ
ん
じ
ょ
う
さ
い

定
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
上
曽
峠
、
大
塚
、
板
敷
峠

か
ら
自
動
車
で
山
頂
近
く
ま
で
上

が
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
塚
か
ら

一
本
杉
峠
ま
で
の
道
は
砂
利
道
だ

が
山
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
な

だ
ら
か
な
斜
面
に
沿
っ
て
集
落
が

続
き
、
谷
越
し
の
北
側
に
も
大
き

な
斜
面
が
見
え
る
❼
。
斜
面
の
表

面
は
赤
土
（
ロ
ー
ム
層
）
に
覆
わ

れ
て
い
る
が
、
切
り
通
し
の
断
面

で
は
、
花
こ
う
岩
の
大
小
の
岩
塊

が
砂さ

れ
き礫
中
に
散
っ
て
い
る
❽
。
こ

れ
ら
は
山
の
上
か
ら
崩
れ
て
き
た

土
石
流
の
堆
積
物
で
あ
る
。
山
腹

に
さ
し
か
か
る
と
曲
が
り
く
ね
っ

た
急
坂
と
な
り
、
岩
盤
が
現
れ
る

　ジオパーク
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健
康
診
査
は

　
　自
分
へ
の
ご
褒
美
で
す

　

健
康
診
査
は

受
け
ま
し
た
か
。

39
歳
以
下
は
健

康
診
査
、
40
〜

74
歳
は
特
定
健

康
診
査
（
加
入
の
健
康
保
険
組
合

実
施
）、
75
歳
以
上
は
後
期
高
齢

者
の
健
康
診
査
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
健
康
診
査
は
、
病
気
の
早
期

発
見
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
小

さ
な
異
常
も
、
重
な
る
こ
と
で
脳

卒
中
な
ど
大
き
な
病
気
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
健
康
診

査
を
受
け
て
、
自
分
で
健
康
を
守

る
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
診
査
（
地
区
健
診
）

日
時
・
場
所
／

・
10
月
13
日
（
木
）

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

・
10
月
24
日
（
月
）

園
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
10
月
25
日
（
火
）

東
成
井
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

健
診
項
目
／
【
39
歳
以
下
】 

健
康

診
査
【
40
歳
以
上
】
特
定
健
康
診

査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
大

腸
が
ん
検
診
（
検
診
当
日
検
査
容

器
を
配
付
）【
50
歳
以
上
男
性
】

前
立
腺
が
ん
検
診

■
総
合
健
診  

※
申
込
制

日
時
・
場
所
／
1
石
岡
保
健
セ
ン

タ
ー
11
月
10
日（
木
）・
11
日（
金
）・

12
日
（
土
）

2
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
11
月
17
日

（
木
）・
18
日
（
金
）・
19
日
（
土
）

午
前
７
時
〜
10
時
30
分
受
け
付
け

申
込
方
法
／
10
月
17
日
（
月
）
〜

21
日
（
金
）
に
各
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
。

定
員
／
各
２
５
０
人
（
先
着
）

健
診
項
目
／
【
39
歳
以
下
】 

健
康

診
査
【
40
歳
以
上
】
特
定
健
康
診

査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
胃

が
ん
検
診
（
10
日
・
11
日
・
18
日
・

19
日
の
み
）、
大
腸
が
ん
検
診
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
過
去
に
受

診
歴
の
な
い
人
）【
50
歳
以
上
男

性
】
前
立
腺
が
ん
検
診

■
要
件
該
当
で
費
用
が
無
料

▼
次
の
①
〜
⑤
に
該
当
す
る
場
合

は
健
康
診
査
（
特
定
健
診
を
除

く
）
と
が
ん
検
診
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

①
健
（
検
）
診
日
現
在
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
者

②
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
（
世
帯
全
員
が
非
課
税
）

③
障
が
い
の
重
度
判
定
者

④
70
歳
以
上
の
人

⑤
65
〜
69
歳
で
後
期
高
齢
者
の
健

康
診
査
受
診
券
が
届
い
た
人

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
男
性
の
料
理
教
室

▼
食
生
活
改
善
推
進
員
主
催
で
開

催
し
ま
す
。
料
理
に
興
味
の
あ
る

人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
14
日
（
金
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

対
象
／
市
内
在
住
の
男
性
（
夫
婦

可
）　

25
人
（
先
着
）

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
方
法
／
10
月
７
日
（
金
）
ま

で
に
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

　

■
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

▼
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
支

援
す
る
た
め
、
生

後
４
か
月
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

す
べ
て
の
家
庭
に

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
出

生
届
と
一
緒
に
「
出
生
連
絡
票
」

を
市
役
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
保
健
師
な
ど
が
訪
問
し
、
体

重
の
計
測
、
健
診
や
予
防
接
種
の

ご
案
内
を
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の

健
康
状
態
や
育
児
の
こ
と
、
育
児

へ
の
不
安
を
や
わ
ら
げ
ま
す
。

　

事
前
に
保
健
師
か
ら
訪
問
日
時

な
ど
を
連
絡
し
ま
す
。

■
か
ら
だ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
　
　
　相
談
室
（
要
予
約
）

▼
リ
ハ
ビ
リ
と
運
動
の
専
門
家
で

あ
る
理
学
療
法
士
が
か
ら
だ
の
状

態
を
評
価
し
、
皆
さ
ん
に
あ
っ
た

体
操
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
日
程
や
内
容
な
ど
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

健康

健 康
ガイド

健
（
検
）
診

石岡保健センター
☎ 24-1386　℻   24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　℻   44-1492

相

　談

講
座
・
教
室

こころといのちの電話相談
▶こころの悩み事などに専門の
相談員が電話で相談に応じま
す。秘密は厳守されます。

毎月第２火曜日
受付時間
午前９時～正午
午後１時～４時
八郷保健センター
☎ 43-6655

広報いしおか10月１日号　№２６４　　２２　　　　　　　　



インフルエンザについて知ろう
　通常日本では、毎年 11 月下旬～ 12 月上旬
頃にインフルエンザのシーズンが始まり、１月
～ 3月にピークを迎え、4月～ 5月にかけて
患者数は減少します。毎年多くの方がインフル
エンザにかかっています。
☞インフルエンザの症状は
インフルエンザの症状は高熱が特徴。
悪寒・倦怠感・関節痛・筋肉痛・頭痛・咳・鼻
水・くしゃみなど
☞予防対策として
1流行前にインフルエンザワクチンを接種する
2人ごみや繁華街への外出を控える
3咳エチケットとしてマスクの使用
4帰宅時のうがいや手洗いの励行
5室内では加湿器などを使用して
適度な湿度に保つ
☞感染経路
　インフルエンザにかかった人の咳、くしゃ
み、つばなどの飛沫とともに放出されたインフ
ルエンザウイルスをのどや鼻から吸い込むこと
によって感染します。（飛沫感染）

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

助
成
の
お
知
ら
せ
（
任
意
接
種
）

▼
毎
年
冬
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
が
み
ら
れ
ま
す
。
予

防
に
は
手
洗
い
や
う
が
い
な
ど
に

加
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。

　

市
で
は
、
接
種
費
用
の
一
部
助

成
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

必
要
書
類
を
９
月
下
旬
に
発
送
し

ま
し
た
。 助

　成

　健康

■ 10月は乳がん月間です
▶石岡市では、平成 26年度には 8人の方が乳
がんで亡くなり、27 年度の乳がん検診では４
人の乳がんが発見されています。乳がんは早期
発見・早期治療すれば９割以上が治るといわれ
ています。毎月の自己検診に加え、年齢に合わ
せた検診（マンモグラフィ・超音波）の受診を
お勧めしています。

【
助
成
対
象
者
】

1
高
齢
者
（
定
期
接
種
）

対
象
／
1 

65
歳
以
上
の
人
（
昭

和
26
年
10
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）※
予
診
票
郵
送
し
ま
し
た
。

2 

接
種
日
現
在
が
65
歳
の
人

※
昭
和
26
年
10
月
２
日
〜
12
月
31

日
に
生
ま
れ
た
人
に
は
誕
生
月
に

予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

3 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機

能
な
ど
に
重
い
病
気
の
あ
る
人

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
所
持
者
）

※
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続

き
が
必
要
で
す
。

2
小
児
（
任
意
接
種
）

対
象
／
1
１
歳
〜
中
学
３
年
生

（
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
27

年
10
月
１
日
生
ま
れ
）
※
予
診
票

を
郵
送
し
ま
し
た
。

2
接
種
日
現
在
で
１
歳
に
な
る
人

※
平
成
27
年
10
月
２
日
〜
12
月
31

日
に
生
ま
れ
た
人
は
、
石
岡
・
八

郷
保
健
セ
ン
タ
ー
の
１
歳
児
相
談

受
診
時
に
予
診
票
を
交
付
し
ま

す
。（
受
診
で
き
な
い
人
お
よ
び

１
歳
に
到
達
し
、
相
談
日
以
前
に

接
種
を
希
望
す
る
人
は
保
健
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
） 

【
助
成
内
容
】

助
成
金
額
／
２
０
０
０
円
（
接
種

費
用
の
一
部
）

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
の
み
全
額

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き

に
つ
い
て
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
回
数
／
１
回

助
成
期
間
／
10
月
１
日
〜
12
月
31
日

※
12
月
中
の
接
種
日
は
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所
／
【
小
児
・
高
齢
者
】

石
岡
市
医
師
会
に
加
入
し
て
い
る

医
療
機
関
、【
高
齢
者
の
み
】
県

医
師
会
加
入
医
療
機
関

◎
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
十
分

な
効
果
を
維
持
す
る
期
間
は
、
接

種
後
約
２
週
間
後
か
ら
約
５
か
月

間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
を
考
え
る
と
、
12

月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
予
防
接
種
助
成
対
象
年
齢
以
前

に
接
種
し
た
場
合
、
助
成
は
受
け

ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

インフルエンザを予防するに
は、一人ひとりの「かからな
い」「うつさない」という気
持ちが大切です。高齢者や乳
幼児は、重症化しやすいので
特に注意しましょう。まず
は、手洗いやうがいで予防し
ましょうね。

特に注意しましょう。まず
は、手洗いやうがいで予防し

　　　　　　　　２３　　広報いしおか10月１日号　№２６４



みんなのひろば　

建
築
士
会
に
よ
る
絵
画
展

『
未
来
に
自
分
が

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
や
家
』

期
間
／
10
月
５
日
（
水
）
午
後

５
時
ま
で

ア
ト
リ
エ

ハ
ー
ト
タ
イ
ム
水
彩
画
展

期
間
／
10
月
15
日
（
土
）

　
　

～
23
日
（
日
）
正
午

本
多
忠
俊
95
歳
の
個
展

水
彩
画
・
色
鉛
筆
画

期
間
／
10
月
24
日
（
月
）

　
　

～
11
月
３
日
（
木
・
祝
）

10 月のコミュニティ

－協働で取り組む現場から－
レポートNo.16

まちかど情報センタ―

■問い合わせ
まちかど情報センター
☎ 27‒5171

ギャラリー

「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
！
ハ
ッ

ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！
」
石
岡
駅
前

の
商
店
街
に
響
く
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
。
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー
が
主
催
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

イ
ベ
ン
ト
の
一
場
面
で
す
。

　

中
心
市
街
地
に
若
い
親
子
を
呼

び
込
も
う
と
、
６
年
前
か
ら
、
ご

く
周
辺
の
商
店
と
一
緒
に
始
ま

り
、
今
で
は
30
店
舗
ほ
ど
に
ま
で

増
え
ま
し
た
。
昨
年
は
過
去
最
多

の
１
５
０
人
を
超
え
る
親
子
が
思

い
思
い
の
仮
装
を
し
参
加
。
店
舗

の
前
に
立
ち
、
冒
頭
の
合
い
言
葉

を
言
え
ば
、店
主
が
笑
顔
で
登
場
。

お
菓
子
を
も
ら
っ
た
ら
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
行
儀
の

よ
い
子
ど
も
た
ち
。

「
お
店
の
人
ま
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

の
恰
好
で
待
っ
て
い
て
く
れ
る
と

こ
ろ
も
。
参
加
す
る
人
も
迎
え
る

人
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
嬉
し

い
で
す
ね
。
こ
の
企
画
を
き
っ
か

け
に
、
ま
ち
の
お
店
や
人
と
出
会

い
、
ま
ち
な
か
に
来
て
も
ら
え
た

ら
」
と
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
は
話
し
ま
す
。
今

年
も
10
月
30
日
に
行
う
予
定
で

す
。
参
加
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

上
段
の
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

ニ
ュ
ー
ス
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲まちかど情報センターを意気揚揚と出発！

地域の元気の
出発点

開館時間 　午前 10 時～午後８時
休館日　木曜日
※まちかど情報センター駐車場

（向かい側）・臨時駐車場（土橋通
り）をご利用ください。
問い合わせ　☎ 27-5171

まちかど
情報センター
ニュース

▲お店のお姉さんもハロウィンの恰好をして
待っていてくれました

歴
ま
ち
フ
リ
ー
カ
フ
ェ

▼
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
自

由
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
予
約
不
要
。

日
時
／
10
月
10
・
24
日
（
月
）

午
後
１
時
～
４
時

歴史を語ろう パソコン教室

初心者歓迎

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ

▼
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
、
パ
ソ
コ

ン
で
遊
ぼ
う
！

日
時
／
10
月
７
・
21
日
（
金
）

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時

～
３
時
・
午
後
３
時
～
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

第 1水曜日開催

サ
ン
ド
市
（
３
・
土
・
市
）

▼
園
芸
品
や
新
鮮
野
菜
な
ど

を
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸

通
り
の
参
加
店
前
・
ま
ち
か

ど
情
報
セ
ン
タ
ー

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

▼
新
鮮
野
菜
や
手
づ
く
り
品

の
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
（
今
月
は
５
日
）

心
と
体
の
健
康
相
談

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

　22
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物

　第
１
・
３

土
曜
日　

午
後
１
時
か
ら

今月は 15日です
散
歩
の
つ
い
で
に
、
血
圧

を
測
り
に
き
ま
せ
ん
か
？

お
茶
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
む
気
持
ち
が
、
健
康
に

つ
な
が
り
ま
す
よ
！

日時／ 10 月 30 日（日）
午後１時集合
午後１時 30 分出発
申込締切／
10 月 26 日（水）

まちかどハロウィンパレード

広報いしおか 10 月１日号　№２６４　　２４　　　　　　　　



　みんなのひろば

探訪

まちフランス人留学生
　　　　いしおかを満喫

　

７
月
３
日
か
ら
23
日
ま
で
の
３

週
間
に
わ
た
り
、
日
本
語
・
日
本

文
化
研
修
事
業
（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
い
し
お
か
主
催
）が
実
施
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
か
ら
13
人
の
留
学
生

が
石
岡
市
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
留
学
生
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

大
学
で
日
本
語
も
学
ん
で
い
る
学

生
で
、
訪
問
し
た
各
施
設
で
は
流

ち
ょ
う
な
日
本
語
で
交
流
し
て
い

ま
し
た
。

　

市
長
・
教
育
長
へ
の
表
敬
訪
問

で
は
、
市
長
か
ら
英
語
で
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
石
岡
市
に
来
て
く

れ
た
記
念
に
お
土
産
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

石
岡
幼
稚
園
で
は
、
園
児
と
外

で
遊
ん
だ
り
、
七
夕
発
表
会
、
筆

を
使
っ
て
短
冊
へ
願
い
ご
と
を
書

い
た
り
し
ま
し
た
。
先
生
方
か
ら

披
露
さ
れ
た
織
姫
と
彦
星
の
お
話

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
な
表

情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

杉
並
小
学
校
で
は
、琴
の
体
験
、

大
な
わ
と
び
や
相
撲
、
折
り
紙
や

紙
飛
行
機
飛
ば
し
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
留
学
生
た
ち
は
運
動
神

経
も
抜
群
で
、
相
撲
で
は
児
童
二

人
が
か
り
で
挑
ん
で
も
び
く
と
も

し
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

八
郷
中
学
校
で
は
、
生
徒
と
留

学
生
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
い
か

に
上
手
く
お
箸
を
使
え
る
か
競
争

し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
に
な
り

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
生
徒
か
ら
柔

道
や
剣
道
と
い
っ
た
日
本
の
武
道

の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

　

石
岡
二
高
で
は
、
調
理
実
習
で

日
本
料
理
を
作
り
、
習
字
体
験
、

茶
道
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

自
分
で
作
っ
た
初
め
て
の
日
本
料

理
は
格
別
の
よ
う
で
、
い
な
り
寿

司
や
お
味
噌
汁
を
お
い
し
そ
う
に

食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

40
時
間
に
も
お
よ
ぶ
日
本
語
研

修
に
全
員
が
参
加
し
、
熱
心
に
学

ん
だ
ほ
か
、
歴
史
探
索
と
し
て
風

土
記
の
丘
を
見
学
す
る
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
終
了
後
、
留
学

生
ら
は
「
石
岡
市
で
日
本
な
ら
で

は
の
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
本
当

に
楽
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
本
当

の
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
い
つ
か
ま
た

石
岡
市
に
遊
び
に
行
き
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

交流しながらたくさん学びたくさん楽しむ　

▲石岡幼稚園の園児からはフランスの文化
などについて質問がありました

▲杉並小では琴の体験。上手く弾けるかな

▲八郷中では慣れないお箸を前に、真剣な
表情

▲石岡二高での習字体験。それぞれ好きな
漢字を書きました

▲表敬訪問で市役所を訪れた留学生の皆さん

　　　　　　　　２５　　広報いしおか 10 月１日号　№２６４



文化　

図書館
つうしん

■問い合わせ
中央図書館　☎ 24-1507
http://lib.city.ishioka.lg.jp

時の
記憶

シリーズ 129
文化振興課
☎ 43-1111（内線 1324）

分
か
り
や
す
い
瓦
塚
の
話
①

「
34
基
も
あ
る
瓦
窯
」

　

部
原
地
区
に
「
瓦
塚
窯
跡
」
と

い
う
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

遺
跡
は
奈
良
・
平
安
時
代
の
寺
院

で
あ
る
常
陸
国
分
寺
に
瓦
を
供
給

し
た
窯
跡
で
あ
る
こ
と
は
以
前
も

紹
介
し
ま
し
た
。
今
は
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
発
掘
調
査
も
一
段
落

し
、
現
在
、
国
の
史
跡
指
定
に
向

け
て
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
こ
で
今
回
か
ら
は
国
指
定

に
な
る
た
め
に
瓦
塚
窯
跡
の
調
査

成
果
の
何
が
重
要
な
の
か
分
か
り

や
す
く
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
今
回
取
り
上
げ
る
調
査

成
果
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
窯
の
数
が

多
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
瓦
窯

だ
け
で
34
基
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
各
地
の
調
査
成
果
を
み

て
も
34
基
と
い
う
の
は
一
か
所
で

ま
と
め
て
確
認
さ
れ
る
瓦
窯
の
規

模
と
し
て
は
屈
指
の
規
模
と
言
え

る
の
で
す
。

　

で
は
、
一
体
な
ぜ
瓦
塚
窯
跡
で

は
窯
数
が
増
え
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は

出
土
し
た
土
器
や
瓦
の
年
代
か
ら

同
時
に
操
業
し
た
窯
の
基
数
を
数

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
８
世
紀
の
窯
跡
が
12

基
、
９
世
紀
の
窯
跡
が
12
基
、
10

世
紀
前
半
の
窯
跡
が
10
基
と
確
認

さ
れ
て
お
り
、
合
計
で
34
基
と
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
８
世
紀
か
ら

10
世
紀
の
前
半
に
か
け
て
２
０
０

年
に
わ
た
り
ほ
ぼ
継
続
し
て
窯
が

操
業
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
国
分

寺
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
工
房

と
し
て
操
業
が
継
続
す
る
こ
と
が

窯
の
基
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

▲多くの窯が眠る瓦塚の斜面

▼
つ
く
ば
の
森
か
ら
や
っ
て
き
た

魔
女
お
ば
さ
ん
の
フ
シ
ギ
な
お
は

な
し
を
聞
い
た
あ
と
は
、
ハ
サ
ミ

を
使
っ
て
楽
し
い
工
作
を
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

10
月
22
日
（
土
）
午
後
２

時
～
３
時
30
分

場
所　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

参
加
費　

無
料

※
当
日
は
ハ
サ
ミ
と
ク
レ
ヨ
ン
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

対
象　

幼
児
・
児
童
（
大
人
も
参

加
可
能
）

定
員　

50
人
（
先
着
）

申
込
方
法　

10
月
１
日
（
土
）
か

ら
中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
直

接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
休
館
日
を
除
き
ま
す
。

□
読
書
週
間
「
い
ざ
、
読
書
。」

▼
10
月
27
日
（
木
）
～
11
月
９
日

（
水
）
は
、
読
書
週
間
で
す
。
読

書
週
間
は
１
９
４
７
年
か
ら
開
催

さ
れ
、今
年
で
70
回
と
な
り
ま
す
。

図
書
館
に
は
、
た
く
さ
ん
の
本
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
一

度
足
を
運
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

□
工
事
の
た
め
、
駐
車
場
・
駐

輪
場
の
一
部
が
使
用
中
止
に

▼
こ
ど
も
図
書
館
（
仮
称
）
の
建

設
工
事
が
始
ま
る
た
め
、
中
央
図

書
館
わ
き
の
駐
車
場
・
駐
輪
場
が
、

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
ご
利
用
の
際
は
、

次
の
指
定
場
所
に
駐
車
・
駐
輪
し

て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場　

い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広

場
駐
車
ス
ペ
ー
ス

駐
輪
場　

中
央
図
書
館
玄
関
前
指

定
場
所

　図書館職員やボランティ
アによる楽しいおはなし会
を開催しています♪

中央図書館 ２階
ボランティア室

《10 月のおはなし玉手箱》
・1 日（土）　　
午前 10 時 30 分から

《10 月のひよこのおはなし会》
・13 日（木）　    
午前 10 時 30 分から

《10 月のおはなし会》
・15 日（土）       
午前 10 時 30 分から

中央公民館
《10 月のおはなしフレンズ》
・８日（土）        
午後２時 30 分から

※赤ちゃんから大人まで
誰でも参加できます

（30 分程度）

10月の
休館日

  3 日　10・11 日
17 日　24 日
27 日　31 日

楽しいおはなし会 魔
女
お
ば
さ
ん
の

お
は
な
し
会

広報いしおか 10 月１日号　№２６４　　２６　　　　　　　　



　文化

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文芸
いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

叱
ら
れ
る
こ
と
も
遊
び
の
夏
休
み

府　

中　

土
井　

湧
輔

何
処
よ
り
祖
先
は
来
し
か
稲
の
花

石　

岡　

前
川　

豊
美

夕
暮
れ
の
風
が
秋
だ
と
教
へ
を
り

細　

谷　

松
崎　

淑
子

一
杯
の
ワ
イ
ン
後
引
く
酔
芙
蓉

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

雀
と
の
和
は
ゆ
る
さ
れ
ぬ
田
の
案
山
子

や
さ
と
俳
句
会

瓦　

谷　

石
田　

清
美

新
涼
や
廃
校
に
建
つ
金
次
郎

部　

原　

中
島
れ
い
子

台
風
の
来
ぬ
間
に
句
会
蕎
麦
を
食
ふ

瓦　

谷　

萩
原　

梨
郷

八
月
や
深
き
祈
り
の
一
と
日
あ
り

石
岡
短
歌
同
好
会

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

夏
至
過
ぎ
て
落
日
は
向
き
を
変
へ

た
る
や
厨

く
り
や

の
北
の
窓
が
輝
く

東
石
岡　

田
村　

満
佐

さ
ら
さ
ら
と
何
と
も
う
ま
し
昼
の

飯
茄
子
と
茗
荷
の
冷
え
し
味
噌
汁

旭　

台　

井
上
ミ
チ
子

玄
米
茶
の
熱
き
を
吹
き
つ
つ
蓬

よ
も
ぎ

餅
事
な
き
日
々
を
愛
お
し
み
を
り

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

有
り
余
る
未
来
を
持
て
る
幼
子
よ

た
し
か
な
歩
み
涙
ぐ
ま
し
も

高　

浜　

大
嶋　

全
江

買
物
に
母お

や
こ娘

の
は
な
し
弾
め
る
を

わ
れ
と
息
子
は
と
ほ
く
聞
き
を
り

八
郷
短
歌
会片　

野　

小
野
瀬
も
と

散
策
の
道
に
し
友
と
会
い
に
け
り

し
ば
し
話
の
は
づ
み
た
り
け
り

柿　

岡　

小
林　

渥
子

価
値
観
は
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
差
こ
そ

あ
れ
笑
ひ
織
り
交
ぜ
話
題
途
切
れ
ず

山　

崎　

鈴
木　
　

菫

「
も
っ
て
の
ほ
か
」
あ
れ
何
の
こ
と

友
よ
り
の
食
用
菊
の
香
り
清
し
く

石
岡
俚
謡
会府　

中　

稲
田　

す
み

今
宵
祭
り
だ　

飲
む
力
水

　
　

神み
こ
し輿

若
衆　

血
が
踊
る

貝　

地　

前
島
く
に
子

風
に
任
せ
て　

風
鈴
舞
っ
て

　
　

響
く
音
色
の　

夏
座
敷

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

今
宵
浴
衣
で　

納
涼
祭
り

　
　

み
ん
な
楽
し
い　

茶
碗
酒

府　

中　

小
川
野　

蛙

先
ず
は
朝
顔　

体
操
ド
リ
ル

　
　

時
間
刻
み
の　

夏
休
み

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

夏
の
楽
し
み　

海
水
浴
と

冷
え
た
ス
イ
カ
を　

ま
る
か
じ
り

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

草
の
猛
威
に　

負
け
じ
と
響
く

　
　

筑
波
盆
地
の　

草
刈
り
機

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

種
を
飛
ば
し
て　

一
心
不
乱

　
　

顔
は
西
瓜
の　

汁
の
中

下　

林　

白
井
冨
喜
江

稀
勢
の
綱
取
り　

フ
ァ
ン
の
叫さ

け

び

　
　

笑
顔
こ
ぼ
れ
る　

日
々
の
技

●
文
化
協
会
盆
栽
部

高
浜
地
区
文
化
祭「
盆
栽
展
示
会
」

日
時　

10
月
22
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　

高
浜
小
学
校
体
育
館

※
雨
天
時
は
翌
日
。

■
問
い
合
わ
せ

　高
浜
盆
栽
会

　

小
松
崎
☎
２
６
・
２
９
６
０

「
秋
の
盆
栽
展
」

日
時　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
～

６
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

※
会
員
の
作
品
を
展
示
。

■
問
い
合
わ
せ　

八
郷
支
部

　

石
井
☎
４
３
・
２
４
１
８

●
や
さ
と
読
書
会

課
題
本
読
書
会
参
加
者
募
集

日
時　

11
月
16
日
（
水
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時　

見
学
大
歓
迎
。

場
所　

国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね

参
加
費　

無
料
（
昼
食
希
望
の
場

合
は
１
３
０
０
円
）

課
題
本　
「
波
」
山
本
有
三 

著

新
潮
文
庫
・
筑
摩
書
房
全
集
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　

富
田
☎
４
２
・
３
３
１
９

俳
句

真　

家　

川
崎　

夫
久

背
な
丸
く
楽
し
さ
も
あ
り
敬
老
日

大　

塚　

松
岡　

元
義

お
む
な
打
つ
ク
ラ
ブ
の
音
冴
ゆ
Ｇ

ゴ
ル
フ

短
歌

山　

崎　

鈴
木　

君
江

去
年
の
種
こ
ぼ
れ
て
庭
の
あ
ち
こ

ち
に
咲
き
満
ち
て
お
り
ペ
チ
ュ
ニ

ア
の
花

山　

崎　

荒
井　

幸
子

灼
熱
の
太
陽
沈
み
し
夜
半
な
れ
ど

未
だ
冷
め
ず
と
月
も
喘
ぎ
ぬ

東
成
井　

小
島　

せ
ん

シ
ク
ラ
メ
ン
色
と
り
ど
り
に
咲
き

み
ち
て
あ
わ
き
光
に
部
屋
を
彩
る

柴　

内　

羽
生　
　

俊

老
い
の
字
の
何
時
も
頭
に
抱
き
つ

つ
今
日
有
り
明
日
と
過
ご
す
人
生

　

文
化
協
会
だ
よ
り

　　　　　　　　２７　　広報いしおか 10 月１日号　№２６４



てき

嶋田 澪
みお

ちゃん（11 か月） 武井 凛
り ん

心ちゃん（１歳３か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

わが家のアイドル

平成28年10月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

材
料
（
５
人
分
）

　

米
…
２
カ
ッ
プ

　

サ
ツ
マ
イ
モ
…
½  
本
（
１
５
０ｇ
）

　

塩
…
小
さ
じ
½  
・
胡
麻
…
適
宜

作
り
方

　

①
米
は
洗
っ
て
お
く
。

　

②
サ
ツ
マ
イ
モ
は
皮
を
厚
く
む
い
て
１
㎝

　
　

角
に
切
り
、
塩
水
で
洗
う
。

　

③
炊
飯
器
に
お
米
を
入
れ
、
普
通
の
水
加

　
　

減
で
塩
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
入
れ
て
炊
く
。

　

④
炊
き
上
が
っ
た
ら
、さ
っ
く
り
と
混
ぜ
、

　
　

器
に
盛
り
、
胡
麻
を
ふ
る
。

　　　　さつまいもごはん幸せは食事からヘルスメイトの
レシピ紹介

半田
いつもニコニコ元気いっぱい。
その笑顔に癒やされています。
すくすく健康に大きくなってね。

若松２
たくさんの笑顔でみんなを幸
せな気持ちにしてくれます。
心やさしい子に育ってね。

〈表紙の写真〉
　団塊の世代が 75歳を迎える平成 37年を前に、ますます重要視される介護
予防への取り組み。
　体操のポーズをとるのは、10年前から介護予防体操の普及をテーマに、活
動されてきたシルバーリハビリ体操指導士の皆さん。103 人の指導士で、92
種類もの体操を覚え、各地区に出向き、毎月 100 回ほど教室を開催。体操で
硬くなった筋肉を和らげ、おしゃべりで心を和らげる。楽しんで介護予防に取
り組む皆さんをご紹介しています。

栄養成分（１人分）

（エネルギー 253kcal、塩分 0.6g）

　ビタミン、ミネラル、食物繊維が豊富な
「さつまいもごはん」。炊飯器で簡単に作れま
す！秋の味覚を楽しんでみてはいかがでしょ
うか。
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